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捲込容量9粍570米
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去る2月16日早朝林学博士寺崎渡先生は永眠されました。憶い出せば昭和35年の晩秋の1日，私
ば先生に貴重な時間を割いて頂いて対談で先生のお話をいろいろ承ったのが，近頃ゆっつりお会い
できた楽しい思い出でありました。最近また先生を煩わして「森林施業の根本義」につき，ご懇談
を願うべくお約束ができておりましたのに，今や永遠に実現の機会が失なわれたことは心惜しい限
りであります。先生は明治34年当時の東京帝国大学農科大学林学科を卒業され，続いて大学院に在

学中から山林局の委嘱を受けて浅間山麓のカラマツ林間伐について研究を始められ，その後林業試
験場の技師として，また山林局の技師として長く間伐についての研究を続け，遂に寺崎式間伐技術
を確立して，昭和6年には栄誉ある日本農学賞を受賞されました。先生の孜亙としてたゆまない長
年にわたる研鎮が日本の林業に残された足跡は，これ一つだけを取り上げてみても，誠に偉大と言
うほかはありません。大正10年ヨーロッパから帰朝された頃からは更に天然生林の研究にも没頭さ
れ，殊に生来先生の天賦であった高等数学を応用して研究の成果を挙げられたことはドイツ，フラ
ンスその他の諸外国の学界にも知られ広く活用されていると聞いております。そして先生は林業経
営上必要な諸因子を数学的に解明しそれによって立木材積表や森林収穫表等の諸表を作製され，今
日の森林経営の基礎を築かれたのであります。今日でこそ推計学も林業で多く使われるようになり
ましたが，その昔大正の末期頃，既に先生は多くの推計理論をその研究や調査に応用されていま
す。誠に先生の生涯は日本の林業と共にあって殊に数少な心､数学者の中での一人として近代林業の
育成に大きな功績を残されました。研究60有余年註洋とした先生の風貌の中に，このような林業林
学への情熱が晩年にまで秘められ，病の床に就かれるまで研究を続けられたということは，後輩の
私たちにも驚嘆のほかなく心からの敬服を捧げるものであります。今や私たちは日本の誇るべき偉
大なる林学者の一人を失なった悲哀を感ぜずにはおられません。先生の霊よ'地下にあって日本の
林業，林学の進むべき路を永久に導いて下さい。

昭和37年2月21日社団法人日本林業技術協会
理事長松川恭佐

そ

一

－1－
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かくの如く博士の足跡は実に天下に遍ねく，その著作

文献の数多きこと恐ら､く斯界に於いてその右に出づるも

のなかるべく，更に語学に堪能にて試験場に来着する専

門の洋書はほとんど洩れなく読破し学問の進歩に遅れざ

るを期せられたとのこと霜ある。

なお博士の創意による天然生林の林型分類結構及び

組織並びにその施業計画の織立,各種間伐の方式,基礎

の冊暁等数うるに暇なく，大正年代より昭和にかけ，そ

の活躍は実に目醒ましきものあり，名声海外に及び，今

日のわが国森林施業革新の基礎を築上げたものと云うを

輝らざるべく，真に業績の偉大さを党ゆるのである。而

してその業績に就ては今後数代にわたらざれば判明し得

ざるものもあり殊に全国各地にわたる試験地の如き今後

適切なる措置を講じその成果を取綴めその目的を果たし

得るよう，巨木倒れて跡地に無数の幼稚樹の発生を見る

如く，この際後進青壮年学徒の一大奮起を特に祈念して

やまないものである。

最後に博士の創意による重要なる試験地及著作論文の，

主なるものを附記し以て多年心血をそそがれたところを

明らかにしておきたいと思う。嘩者前田家林業顧問，

82才）

寺崎博士の論文著作調

△赤松の林木材積計算法の比較研究並に公式調査

林業試験報告1号明37．

△林木材積計算法の曲線法に於ける材積曲線の研究

林業試験報告2号明38、

△からまつ間伐試験に就いて林業試験報告2号明38．

△東京大林区署に於いて施行せる保残木作業に関する

試験について林業試験報告3号明39’

△吉野杉林に於いて慣用せる間伐方法及び其の林木の

物質的生長に及ぼす効果調査林業試験報告4号明40,

△信州地方からまつ林の生長及び収穫

林業試験報告4号明40,

△曲木椅子製作に関する実験林業試験報告6号明42

△からまつ間伐試験（第一回検討報告）

林業試験報告6号明42

△あかまつ，すぎ，ひのき，もみ，つが及びひぱの単木

材慰謝算補助表並びに材積表林業試験報告8号明43

△近畿地方の苦竹林の生長及び収穫

林業試験報告8号明43

△しらがし，ぶな，くりの単木幹材積計算補助表及び

材積表，林業試験報告'0号大2

△単立木の層積計算式の研究附本邦各地慣用の層積単

位の比較林業試験報告'1号大3

△杉林の生長及び収穫林業試験報告11号大3

41nvestigationonForm-HeightTablesforthePri-

ncipalConifersandbroad-leavedtreesinJapanandi
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寺 崎博士の長逝を悼みて

正木信次郎

1

林学博士寺崎渡君は明治9年8月東京赤坂表町3丁目

の邸に生れ，今はすべて故人となった川島明八，国司道

輔，松本正已，上村勝爾の四君と共に明治34年7月東大

林学科を卒業し、直ちに大学院に入学，同年10月山林局

隅託，翌35年5月山林技師，37年農商務技師に任ぜられ

た。その後42年7月露領沿海州方面に出張，大正5年5

月論文を提出して林学博士の学位を授けられた。同9年

6月ヨーロッパを視察し，同11年4月林業試験場技師

に，同13年12月特許局技師鰄任）に任ぜられ依願免官

となった。次いで林業試験場嘱託となり，爾来同場研究

顧問として勤務せられたが，旧臘老人病にて入院加療に

努めたが，その甲斐なく遂に2月16日86才の高令を以て

長逝せられた。21日杉並高円寺の西照寺に於いて葬儀を

施行され，弦に森林経理及施業に関する科学者として輝

やかしい生涯を閉じられたのである。博士の私宅（麻布

笄町）と筆者宅（青山高樹町）とは近かったので絶えず

往復した次第である。終戦の少し前博士が大阪営林局管

内出張中，空爆により博士宅も類焼した。蔵謬や貴重な

研究調査資料は悉く焼失し，その後試験場もまた戦災に

よって焼失したので．在場の貴重な図書及び研究資料も

悉く消失の難にあわれ，痛恨に耐えざる状況であった。

加うるに5年ほど前夫人に先立たれ，それ以来さびしい

晩年の私生活は全く同情に耐えない状態だったに拘ら

ず，担任の調査耐暁を続けられた。4年前胆嚢結石症に

て石鹸大の結石を抽出する大手術を受けた。これで健康

旧に復したと称し，日々出勤していたがこの頃から漸次

衰弱の徴が加わった模様であった。なお一昨年末試験場

にて突如倒れ，暫く休養，1月に入るや再び出勤されて

調査研究に没頭された。聞くところによれば，浅間山か

らまつ間伐試験地は一昨年九月の台風にて倒木多く今後

試験地を放棄の外なき実状となりしため，今日までの成

果を英文にて取纏め公表することとなり，既にその用務
、

を果たされし様子である。遺族としては京大林学科卒の

康正君（林業試験場東北支場経営部員，東大建築科卒

の恒正君（シンガポールエ科大学客員教授）外に息女三

人夫々成人されておるので博士老後唯一の誇りとせられ

しところであった。

元来博士は資性剛健，加うるに健脚で，全国を踏破し

自ら試験地の設定調査に従事し，その視察所見は時々発

表し更に昭和15年には満州国の依嘱により満州国々有林

を調査し「満州帝国々有林を一瞥して」と題し康徳7年

同政府より発表されておるのである。
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寺 崎渡先生を悼む

basisonwhichtheymaybeconstructed

林業試験報告大4

4NotesontheAnalyticallnterpretationofGrowth

CarvesforSihgletreesandStandsandApprication

fortheConstractionofaYieldlableforthe,､,Sugi''

林業試験報告大4

△ひばの単木幹材穣表及び単木材穣計算補助表の改訂
材錐試験報告19号大9

△もみ澗葉樹混溺択伐天然更新試験成績（第一回報告）
林業試験報告大11

4RevisedStemVolume-TableforsingleTreesof
the4GHiba'' 林業試験報告33号昭8

&SomenotesontheNaturalRegenerationofthe
Conifersinthemixe(ISelf-RegenerationStandsm

JapanespeciallyofCryptomeriaJaponicaandAbies

firma 林業試験報告33号昭8

以上は林業試験報告発表のもののみであるが，他に大
日本山林会報，林学会雑総，日本学術協会報告を初め，

山林局及び各悩林局関係諸雑誌に発表のもの約94編ある
ことを付記する。

寺崎博士設定の試験地調

I間伐試験地

。秋田営林局

1．七座営林署管内，秋田県北秋田郡落合村宇羽根山，

羽根山すぎ間伐試験地,B種C種各々 0.1ha宛，大
正6年7月設定。

2．同営林署管内，北秋田郡下大坐村字木戸，芦沢すぎ

間伐試験地,B種D種各々 0.1ha宛，大正6年7月
設定。

3．大曲営林署管内，秋田県仙北郡千屋村大又赤倉国有

林，大曲からまつ間伐試験地,B種C種各0.1ha宛
大正6年7月設定。

◎東京営林局

4．秩父営林署管内，埼玉県入間淵越生町，越生ひのき
間伐試験地，

上層間伐0.08ha,各層間伐0.11ha,普通間伐0.20
ha,上厨大正12,年9月設定。各層普通昭和2年4月
設定。

5．千葉営林署管内千葉県夷隅郡大喜野上修行堀国有
林，千蕊ひのき間伐試験地,B種C種各々 0.1ha宛
大正5年6月設定。

◎前橋営林局

6．高崎営林署管内，高崎市大字乗附蛇陽見国有林，十
貫山ひのき間伐試験地,B種C種各々 0.lha",大
正5年6月設定。

◎熊本営林局

7．人吉営林署管内，熊本県球磨郡藍田村大畑，人吉す

ぎ間伐試験地,B種C種各々 0.1ha宛，大正6年5
月設定。

8．多良木営林署管内，熊本県球磨郡場前村，多良木ひ
のき間伐試験地,B種C種各々0.1ha",大正6年
5月設定。

9．日田営林署管内，福岡県朝倉郡秋月町，秋月ひのき
間伐試験地,B種0.1611a,C種0.18ha,大正6年
5月設定。

Ⅱ天然更新試験地（存置の分のみ）

◎青森営林局

1．鯵沢営林署管内，青森県西津軽郡赤石村，矢倉山ひ
ば，すぎ，ぶなその他天然更新試験地,3.57ha,昭

和5年9月設定。

2．雫石営林署管内，岩手県岩手郡雫石村駕宿，男助山
すぎ，ひぱ，ねずこ，澗葉樹天然更新試験地，2．43
ha,大正14年10月設定。

◎秋田営林局

3．上小阿仁営林署管内，秋田県北秋田郡上小阿仁村，
上大内沢すぎ試験地,1.0ha,大正13年設定。
4．藤琴営林署管内，秋田県山本郡藤琴村大座崩すぎ試
験地,4.39ha,大正14年設定。

5．能代営林署管内，秋田県山本郡下岩川村，岩川すぎ
試験地,0.82ha,大正14年設定。

◎前稿営林局

6．富岡営林署管内，福島県双葉郡大野村字野上，野上
もみ落葉潤葉樹試験地,1.82ha,大正14年設定。

◎長野営林局

7．岩村田営林署管内，長野駒上佐久郡軽井沢町，長倉

山第一，なら，しおじ，にれ，2.0ha,第二，あか

まつ，だけもみ，とち,2.0ha,各々大正15年設定。

◎高知営林局

8．魚梁瀬営林署管内，高知県安芸郡馬路村，千本山す
ぎ，ひのき，もみ，つが天然更新試験地，1.20ha,
大正14年設定。小屋赦山すぎ，ひのき，もみ，つが
試験地,3.94ha,大正14年設定。（参考網
9．須崎営林署管内，高知県高岡郡大野見村字島の川，
島の川ひのき，もみ，あかまつ試験地:,2.95ha,大
正14年設定。

◎熊本営林局

10．熊本営林署管内，熊本県飽託郡芳野村，金峯山国有
林，金峯山ひのき，すぎ，さわら，2.0”，昭和彦
年設定。

以_上（他はすべて現状不明）
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Ⅱ、木材価格の推移

1．木材価格安定対策実施までの動き

木材価格の動きは普通卸売物価の指数で示されてい

る。この状況を日銀調査による東京卸売物価指数によれ

ば，27年平均を100として一般物価は35年までほとんど

横ばい状態を続けてし､るにもかかわらず，木材は30年に
は127.9,35年には161.1と上昇をみた。

36年に入ってからも騰勢は止まず，36年9月には

216.7と基準年次の2倍を越えた。しかしその後は欧化
に転じ結局36年の年平均指数は202.1となり前年の25.5
％高となった俵参照)。

日銀卸売物価指数e7年＝100）
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|区分
28年
年29年
30年
31年
平32年
33年
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|湾龍駕

塵平曾|木材|区分|懸廻｢禾満
100.4130.336年1月103.1186.2
99．7141．8362月104.195.7
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1.問題の提起

ここ数年このかた昨年ほど木材の価格について世人の
関心を高めた年はあるまい。すなわち閣議了解事項に基
づく緊急対策が2回も実施されると共に，国会の論議に
までなった年である。また一般紙上に木材価格問題が

とりあげられている現実は各業界を強く刺激すると同時
に，各屑に種々 の論議をかもし出している。
木材価格対策は政府の物価対策の戦略目標におかれた
のだという酷評もあるが，いずれにしても，物佃i対策の

一環として需給バランスをとるための増産（供給増大）
対策であったことは衆知のとおりである。

元来，木材の価格変動が今の物価変動に大きな影響を
及ぼすのではなくて，むしろ逆に経済成長の帰結とし
て，木材関連産業の方が，その波にのらざるを得ないの
が本当の姿であろう。このような真意が案外理解され
ず，近視眼的にとられがちなのは，それだけ木材価格の
理論的裏づけがむずかしいともいえよう｡

いずれにしても木材価格問題が政治的にも論議され，
木材行政に林野の総力が集中されたことは今までに例を
みないところであろう。

37年に入って政府は経済企画庁が中心になり，現在す
でに物価安定総合対策の企測検討を行なっており，近く
実施されることになろう。

すなわち所得倍増計画と物mli対策の巻ぞえをくう訳で

もないが，この際ぜひ抜本的な木材対策硫通対策）の
具現方を念願するものである。

林野の政策は一般に土地生産者側に向きがちであるこ

とは当然のこととはいえ，農産物の流通対策の現況に比

べて，貧困な木材の流通対策の現況に比べて貧困な木材

の流通対策の現況から一刻も早く脱皮せねばなるまい○
以下木材価絡の推移と，当面問題となっている木材対

策の具体的な問題点について私見を述べご批判ご教示を
お願し､する次第である。

《
ゾ

2．実施後の動き

木材価格の動向を敏感に示す杉正角を東京市売価格の
推移でみると，35年夏以来上昇を続け，36年8月にはピ
ークに達した。

しかし翌9月より弱含みに転じ，越えて10月から12月

にかけて急落したが，1月よりは底値より持直し現在36
年3月（ピーク時より8％安）の水準にある。
急落から価格が持直してきた要因としては

④木材価絡の急落と景気の先行不安，金融難などで生産
意欲が著しく減退し，したがって最近木材の出廻わり
が急減してきたこと。

、一方，木材の実需は景気調整対策推進後も変わらず，
たとえば木材需要の大宗を占める建築着エ量はむしろ

砧

《
》

’

筆者：林野庁林産課長補佐
垂

－4－

。



ヨロ

冬

木村：木材価格安定対策その後

従来より増加を強めている。

3．景気調整策と木材価格の推移

昨年9月下旬に公定歩合の引上げによる景気調整策が

実施されたが，同様の措置が28年10月と32年5月にも実

施されている。すなわち過去2回の不況をふり返ってみ

ると，国際収支は引締めを始めてから大体6～8カ月く

‘らいで回復している。木材価格はどのように動いたかふ

りかえってみよう（図参照)。

（1）28年10月に第2次公定歩合の引上げが行な

われたが，当初は価格には影響がなく，需要も引続き

堅調に推移し，建築着工量も29年4月には戦後の最高

に達した。したがって木材価格も29年2月まで鵬勢を

持続し，2月には引締め当時より5鰯高となった。

しかしその後軟化し始め，31年1月までの15カ月間

にわたって下降が続いた。

（2）32年5月に公定歩合の引上げが行なわれ

た。この当時は季節的に木材需要の季節的不需要期に

向っていたので，2カ月目の7月より軟化し，33年8

月まで15カ月間下降が続いた。

（3）36年9月下旬に第2回の公定歩合の引上げ

が行なわれたが，翌10月より軟化し始め，12月上旬で

9月に比し約13％の下落を示している。すなわち今回

の場合は値下りが非常に早く現われたこと，そして全

国的に早く波及していることが特徴であろう。

4．今後の見通し

これについては種々な意見もあるが，伐木搬出労賛

が，36年11月現在で前年同月より約3割の上昇となり，

生産コスI､の上昇が続いていること。また国内生産の減

退しているうえ国内材の価格が急落した結果，外材の輸

入採算力錘さやになったこと，しかも需要の基調にはい

まだ根強し､ものがあること，などよりみて価格は多少引

締まるものと考えられる。

Ⅲ、緊急対策についての反響

1．木材価格の理論的裏づけ

以上価格の動きを軌跡的に述べてきたが，木材の価格

は恒久的な視野に立てば，やはり急鵬も，急落もない一

般物価の上昇水準なみのいわゆる安定化が最も望まし

い。自由主義経済化においてはむしろ漸増して行くのが

当然といえよう。しかし，政策推進の基本的な考え方を

まとめる上からも，木材価格の理論的裏づけがなかった

点が論議の焦点になっているようである。

林業基本問題の答申においても木材価格問題はその根

本的な出発点の一つになっている。すなわち答申にも述

べてし､るように，木材価絡の異常な高膨が，わが国産業

発展の一障害となっていることを前提として，木材価格

に関連する問題点が，あらゆる部門から検討され，批判

されたと聞いているが答申の中では抽象的に述べられて

いるに過ぎず，なんら解決の緒さえ示されていない。こ

れは確かに答申の盲点といえよう。

今回の緊急対策が単に木材価格安定の緊急対策に止ま

らず，将来の林業発展の今後の根本対策につながるもの

であるだけに，その根底をなす木材価桔の理論的裏づけ

の考え方は早急に組織をあげてさらに検討のテンポを早

めるべきであろう。

2．緊急対策の今後の問題点

国有林における計画実施については内部的な問題は別

として外部的には懸念はもたれていない。しかし民有林

に対し現在以上の増産を税制措蔵，林道事業の拡充によ

って，現実にどの程度期待しうるかどうか。これは今後

の価格動向とも関連する重大問題であるとともに，山林

所有者の職種的協力をうるための林野行政の転換期にあ

るともいえよう。

36年度の民有林の増伐量は県有林（県行造林を含む）

333千nl39民有林2,153ef･m3で民有林計で2,486千Xn3が

計画され，予定の2,000千In3を上廻っている。

現地での問題点をとりまとめると次の通りである。

（1）労務不足と賃金上昇が素材生産に支障をきたし

ている。

（2）森林所有者は一般に財産保持的である。

（3）税制の減免措置は不徹底であり，これによって
山林所有者の協力を期待するのは無理で県当局も民有

林増産に対するきめ手を有しない。

（4）チップ専業エ場において原料入手事情が悪化し

ている。また地区により過剰施設となっている。

（5）国有林の売払方式，特にlili'格算定に問題があ

り，現実の市況に合致しない点が多い。

（6）外材輸入施設の改善整備，およびｵ鋤･金融制度

の拡充，等がその主なるものである。

Ⅳ、具体的対策および問題点

1．木材需給の恒久対策の樹立について。

増大していく需要に対応するためには，円滑な供給鐙

の増大を図っていかねばならない。

所得倍増計画の昭和45年における木材需要量は7,010

万In3の推計であったが，急増する需要に対応して，林

野当局ではすでに長期計画の再検討を行ない，近く，

7,500万In3修正される見込である。そして緊急対策に代

わる恒久対策の推進が林業政策の骨幹として，今後強力

に推進されることになろう。
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すなわち国内生産の基本的な内容としては林道の早期

整備と造林事業の飛躍的拡大が主体であろう。

他方外材輸入の増大に対応して港湾施設の整備拡充，

植物防疫施設の拡充，および輸入商社の過当競争防止の

ための，輸入秩序確立施策等が今後職樋拘に推進される

ことになろう。

また国有林に今後木材需給調盤の使命を加味して，国

有林材の備蓄あるいは備蓄林制度を新しく採用すること

など，あるいは特別会計事業の一環として外材輸入事業

を行なうかどうか等が今後の問題となろう。

2．山林所有者の経営意欲の向上について。

立木の伐綴を促進するため伐期以上の立木に課税をし
て，木材引取税を廃止すべきであるとし､う意見もある。

木材引取税の廃止は市町村財政の現状からみて，代わ

り財源を山林に求められる懸念があろう。立木を課税対

象とすることは，立木が成長資産であるだけに，課税評

伽が税制御|『上困難であり，また林業家の経営意欲に重

大な心理的影響を与えることになり，造林意欲の減退を

きたす結果となるので，奨励政策として今回の暫定措冠

がとられた訳である。それだけに今後に問題が残されて

いる。

昨年大山林所有者の懇親団体であった中央林業懇和会

が発展的解消をして，日本林業経営者協会に改組し，大

同団結のもとに，林業経営の企業化に大きく踏切られた

ことは，山林有者に対する論議が多い時期だけに，大い

に注目されるべきであろう。

現在一番大切なことは山林所有者の経営意欲の向上

と，各都道府県林務当局の指導体制の強化であろう。林

地の所有者は腱家経営者であり，その林地が農家経営世

帯の付属的なものだけに農業構造改善を母体とするこの

たびの地域農業振興の蔭に押し流されはしないかと懸念

する向きもある。林業繊造改善政策を急速に固めねばな

ら､ない。

3．林業労務対策の早期具体化

どの施策を進めるについても一番大切なことは林道の

整備と労務の確保である‘そこですぐ口癖のように林業

機綱上が口に出るが．これを今後飛踊的に推進せねばな

らない。補助金も大切であろうが，使う人，組織が案外

等閑視されてし､る。

現在各都道府県単位にある林業経営協議会の組織を，

森林組合対策のみではなしに，労務モデル地区設定運営

の協議会に発展的に切替えるのも一試案ではなかろう

か。また，腱業関係がひとあし早くガソリン税の環元財

源をもとに37年度から農業機械研究所の創設に大きく踏

切っているだけに，労務および機械化の担当組織の整備

拡充は早急に検討されねばならない。

雇繍の準林人夫なり，伐木人夫が歩いて山に行くとい
う現象が続くようでは先が思いやられる。

農山村の就労人口は急減しつつあり，したがって山村

農家の所得倍増計画推進のためにも、今後の林業労務確

保のためにも，山村農家の世帯所得増大の総合施策が讃

極的に推進されねばならない。現在製炭世帯の転業合理

化推進，組合の協業化促進窺業が芽生えているが，さら

に入会林，国有林野の整俄をも含めた総合的な山村地域

振興対策が今後早急に検討具現化されることになろう。

4．木材金融対策の整備拡充

木材価格安定緊急対策の実施にともなう臨時金融措獄

として，昨年末商工中金に15億円の貸付資金の増大措置

がとられたことは，全国的な木材協同組合組織を対象と

しているだけにｵ姉ｵ金融対策上劃期的なことであろう。

木材業者の借入先別の主なものは都市地方銀行が過半

の68％であり，系統金融先である商エ中金は全体の4影

にすぎない。すなわち各企業体個人の信用能力により，

事業資金の過半がまかなわれているのは，森林組合系統

の資金手当と大いに異なる点であり，今後の木材系統金

融の拡充が要請されるゆえんである。

商工中金は中小企業法に基づく協同組合全体に対する

金融機関であり，一般に短期の運転盗金を主としてお

り，各都道府県単位の信用保証協会の保証を求められる

場合が多いが，長期に属する木材業に対しては，特に新

規事業については保証協会の保証が得られず，案外のび

悩んでいる。

この対策として木材業界の測職化，そして系統金融の

拡大を目的として，木材業者等に対する商エ中金の貸出

を増やすために，木材業者の債務の保証を行なう保証機

関として「木材韮金」制度の創設を検討中である。

これに対する一番の問題点は，①木材協同組合の共同

事業の現実性と，②現在各都道府県ごとに，中小企業法

に基づく協同組合の商エ中金に対する償務保証制度がす

でにあるという点．③木材業界における系統組合意識の

低調④債務保証制度を創設しても，貸付資金の絶対額

が不足しているから，貸付源資を増やさねばならない点

の以上の4点であろう。

貸付源賢の増加が緊急の急務であり，国有林の協力お

よび農林中金の余剰資金が常に世人のロにのぼるようで

あるが，この実現については大きな前提が必要となる。

すなわち股林中金の資金は農林漁業関係の各種協同組合

に対する金融費金であるために，林野庁としては森林組

合系統組織の協力をうることが前提になる。

このことは現段階としては商売かたぎ的な存在のよう

今

1

h

《
】
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木村：木材価格安定対策その後
－

要請されているが，そのうちで最も急がれている問題は

金融対策であり，業界の組織化であり，市売市場の整備

拡充であるが，これの対策が制度的にも一歩前進するた

め，また現行の登録制を効果的ならしめるためにも，こ

の際木材需給安定対策の法制化が必要となってくる。

現在通産省で中小企業基本法の箭碇を準備中であり，

近く国会に提出の予定となってし､るが，条文案では指導

教範のようなものであり，異議的なものはなんら見当･ら

ない。しかし農業基本法と異り構造改善には全然ふれて

いないだけに，木材関連の組合にはさらにどの程度の恩

恵になるのか熟知し得ない状況である。

7．木材市場の整備拡充について

木材流通の基本対策として，木材金融対策と業界の緩

織化について，木材市場の問題がある。戦前豊富な資金

力によって，需給調整上ダム的な役割を果してきた問屋

制度に変わって戦後は各地に市場が開設され今や全国的

に木材流通上重要な役割を果している。委託販資方式で

取引は従前に比し合理化されているが，その反面価絡の

変動が激しいこと，ダム的機能がないこと，経営が破綻

した場合の被害が広く及ぶことなどの欠点を有する。

最近小掻本の市売の乱立が見られ，また市売の配置も

自然発生的で合理|生に欠ける場合があるとともに，大消

饗地の流通量の増大に対処する設備の近代化が自力では

やり得られないことも，今後の研究課題であろう。

これに対処するために現在市場連盟では市場法の制定

を検討中であるが，社会生活上，木材市場の公趨生がど

の程度あるかが，今後の論議の焦点になろう。

8．木材流通対策審議会の設置

林野行政のなかに林産行政があるのかという酷評も受

けるが，それだけに受けて立つ木林関連業界の行政指導

は複雑といえよう。

既述の通り木材価格の理論的裏づけなり，木材流通対

策上の具体案については齢嬢基本問題」の答申事項に

もなんらふれてv､ないだけに，法制的な裏づけがなくと

も，早急に検討を続けて行く審識会（協議会)'的な組織

を設けるべきであろう。ある期間を限って随時随所にこ

れらの組織を活用することにより，木材対策の構想が飛

雛的に固ると考えられる。

Vむすび

以上木材対策としての，あるいは木材流通基本対策に

ついて思いつくままを密きつらねた次第であるが，今年

こそ大きく前進せじあたい。特に地域農業の振興と，農

林水産物の流通対策の笠備が強く提唱されてし､る時期だ

けに，溌極的な前向きの林業政策を強力に推進する絶妊

の機会ではなかろうか。

な誤解もあり，現実もあり，これがためには両者を包含

した総合調繼施策が早急に検討されねばなるまい。

その調整の上に立って，林道融資および森林組合融資

に対する債務保証をも含めた「林業基金」制度の創設と

木材協同組合を農林中金の出費組合に踏切ることに，木

材金融の整備拡充への悲願でありその実現を期したい。

5．木材協同組合について

木材業界の多年の懸案は業界の組織化であり，協同組

合を背景に業界の振興を図ろうとする気運が高まりつつ

ある。

しかし自由経済下においては協同組合の事業活動の範

囲は現実の場合は，観念論的に提唱されている場合に比

しはるかに小さいものである。

すなわち民有林の林業振興の場合は組織的には常に

森林組合の振興が林業振興の合言葉のように唱えられる

が，木材協同組合の場合は全く趣が異なっている。とい

うのも個々の企業体の立場からみた場合，森林組合員よ

り木協の組合員の方が，企業能力が整っているからであ

る。案外錯覚におちいる場合が多い。

こんなわかり切った事柄が，いつも形式的に流されて

いることが，木材業界における組織化，共同化の不振の

原因をなしているのではあるまいか。

どの定款を見ても事業内容は規程通り同じことが書か

れているが，実際の運営は地方事情，組合員の櫛成およ

び業種によりその趣が異なるものである。この際最も肝

要なことは最大公約数的な指導原則を早急に案出するこ

とである。

今年こそ木材流通対策の一環として，業界の組織化お

よび金融対策の拡充のため，全国の木材関連の協同組合

の経営実態調査を3月末までに完了して，その賢料に基

づいて徹底的に検討を重ねる予定である。

6．木材需給安定対策の法制化は

木材の流通過程において，木材流通業者数は約73蕊400

人となってし､る。その構飼上は素材生産業者が48影，製

材品生産業者（製材エ場）は40％，木材販売業者は'2影

となっている。

ここで一番の特徴は素材生産段階の業者数が多いこと

と，また製材工場の数が多過ぎる悩みは深刻である。一

エ場の馬力数は19.4KW,一工場当り年間製材生産鑓

910m3は規模の弱わさを示している。

このような背景の中で各業界の自粛団結および振興対

策の手段として，過半の都道府県は木材業者の登録制を

県条令で制定しているが，新登録業者の許可制でないだ

けに，有名雌実の悪評をかっている現況である。

このような現況を打開して流通対策の盤備拡充が強く

、
》
《

戸

色
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その生産工場も昭和31年6月現在4工場にすぎなかっ

たものが昭和36年9月現在で2,953工場に増加し,1都道

府県当たり平均64工場の多きを数えるまでに普及し，さ

らにこの増加のいきおいは続くものとみられ，チップ・工

業は完全にパルプ工業繊維板工業も若干はあるが97～

98％はパルプ需要である）の1部となり，その量からし

て第3の原木（第1針葉樹丸太，第2広葉樹丸太）とま

で言われ，さらに近く広葉樹を抜いて第2位になんなん

とするいきおいにある。

このような急激な発展をみたチップ工業は林業の立場

からたいへん有意義な木材利用法であることはもちろん

であり，今後も大いに進展することが望ましいのである

が，この工業は簡単なエ業ではあるが，経営，技術，取

引き等の面からみて，なお幾多の困難な問題点を内蔵し

ているばかりでなく，他の木材エ業同様原料難に逢着し

てきている。以下その実態の現状と問題点について順を

追って述べでみよう。

チップエ業の

現状と問題点

米沢保正

木材事情は依然好転せず，その価格は上昇線の一途を

たどっている。しかしようやく騎丘の投資，物価の抑制

策と，貿易自由化対応体制とから，その高脆傾向が足踏

み状態に入ってきたようにみられる。

パルプ工業にとって原木問題は最も重要な問題である

ことは，その原価構成からもはっきりうかがうことがで

きる。すなわち総原価（製造原価十販売費十管理費）中

の原木原価構成比が最も低い価クラフトパルプ（広葉樹

を原料とした）で約34％，最も高い砕木パルプ（針葉樹

原料）で約57影であって，その他の原価構成費目すなわ

ち薬品饗，燃料饗，電力費，労務費，償却饗，補助材料

饗，その他経費と比較して問題にならないほど高比率を

,占めている。しかもこの原木価格が値上りと同時に不足

ではパルプエ業にとってたまったものではない。

ここに原木原価構成比の切り下げの努力がパルプ工業

企業合理化の第一になさなければならない仕事となって

くるわけである。このため針葉樹より量的に入手し易

く，価格の割安な広葉樹への樹種転換が真先に取り入れ

られてきた。たとえば溶解用パルプの場合，針葉樹では

原木原価機成比が約46影であるのに対し，広葉樹ではそ

れが約37％程度まで切り下げられる。しかし製品の用途

によっては，どうしても針葉樹を原料にしなければなら

ないものもあり，また広葉樹と混同しなければ実用にな・

らないような場合もあるので，この広葉樹転換はすべて

ﾙこ通用するわけではない。ここにチップの発展する素地

があるわけである。もともとチップ企業は製材廃材の付

加価値増に始まったのであるが，パルプ側にとっても，

そのチップ価格が丸太購入に対比して有利である限り

大いにチップ･生産は歓迎するところである。チップ･工業
の創設当初（昭和31～32年頃）は専らアカマツのよう

な針葉樹中の最も不足したものを，製材廃材，小径木等
から生産し，針葉樹原木の入手難の助けとなったもので

ある。今日においてチップの対象樹種はアカマツのみに

限らず総ての樹種がその対象となっている。昭和36年度

のチップ°生産量は約500万m3(全パルプ羽･の約30%)で

内針・広比は65：35となっている。

△
“

第1表樹種別形態別チップ原料消識量(昭35年度）

（単位千石）

産､率|;|蕊|割誌|灘
その
のL

他材

うそ

％ワの

ン他

，’ 20

22

鶴

101
9

33

13

14

32

136

6

92

266

13

一般素材

製材素材

林地廃材

マキ

その他

計

彩

４
別
Ⅳ
劃

79
９
５
８
１
４
７
０

露
‐
鯉
鯛
“
晦
肥
如

２
４
１
６
７
０

１
４
２
１
０１

鱒
３
３２

２ ８
１
９１

80132

I
1 46

’
1 131

154‘

』認’
7i:に:’蜜’

26‘1

13

119

13

1０
８

８ 28 認6 2，

旧§’ L51 I

(163工場対象） (全チップ連調）

第2表針・広別形態別生産計画(昭36年陵）

（単位千石） 《
『

樹広蕊樹|合ボナ
瀞~貢|比率壷~厩軍

駕
211，5801

241，93

舅I0
6

除間伐材・
小径木
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マ キ

その他

計

針広比率

2．268

4,900‘

2，534

526
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1

W

（全チップ連調）

注：第2表中の除間伐林・小掻木は第1および第3表中
の一般素材に相当する。兼者：林業試験場林産化学部
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米沢：チップエ業の現状と問題点
一

1．原料とに区分され，また作業方式によって連続，断続とに区
チップ工業の濫膓は広島，静岡両県であって，生産が分される。

本格的に始まったのは昭和31年である。当時はパルプ原これら各方式の選択は原料の壁や形状に応じて行なわ
木として最も高価で，かつ不足していたマツの廃材を主れる･一般に通の少ない場合は手剥ぎ，または半機械剥
体として生産され最寄りのパルプ工場に納入したのが始ぎで行なわれるが，大量の場合にはドラムバーカーを使
まりである。それが逐次他の樹種，他の形態のものに手用する。もっともこの場合にも完全に剥皮を行なうに

が拡げられ，最近における樹種別，形態別使用量を示すは，最後に，手剥ぎを行なうのが一般である。
と第1表，第2表および第3表のとおりである。剥皮工率は樹種，形状，乾燥度等によって著しく異っ

てくる。同じアカ

第3表チップ原料消饗推移（単位'000石）マツでも手剥ぎで
は小径木1.5～8.0

石/日，背板0.6～

1.5石/日，半機械

剥ぎで1.0～7.0石

/日程度である。ド

ラムバーカーにつ

いて例示すれば第

4表の通りであ

る。環在使用の大

部分は，20～30座

年疫I
針・I

広別辰司形態

1
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のもので6～8石/時のようである。

剥皮の難易は一般に針葉樹より広葉樹，大径材より小

径材，丸太より背板，夏期より冬期伐倒材，生材より乾

燥材の方が困難である。乾燥材で剥皮困難なものは，い

ったん水漬け，煮沸または蒸気蒸しなどの処理をすると

効果がある。

針広別比率では広葉樹が次第に増加し，製材廃材が次

第に減少，一般素材，林地廃材およびマキが増加してき

ている。樹種別では針葉樹中マ､>ｸが最も多く約発を占

め，ついでスギ・ヒノキ・エゾマツ・トドマツの順であ

る。広葉樹は各樹種ごとには明かでないが一般パルプ用

丸太同様に各種のものが混合している。従来スギはパル

プ原料として比重軽く，やや難漂白性パルプを与えるた

め嫌われていたのであるが，その紙としての強さは優れ

ているので最近はスギの滞要がとみに増加してきてい

る。た罐しパルプの種類によっては未だにスギを嫌うエ

場（たとえばサルファイI､パルプ製造工場）もあるので

地域によって事情が異なるので，新規にチップエ場を企

画する場合には最寄りのパルプエ場につきよくこの辺の

事情を調べることが必要である。

2．皮剥ぎ

ファイバーボード用および段ボール中心用パルプ製造

等の場合以外は皮剥ぎを行なわなければならない。その

剥皮の程度は需要者によって相違がある。溶解用特にサ

ルファイト法では完全剥皮を，未晒クラブI､パルプでは

比較的不完全でも差し支えない。ともかくこの皮剥ぎは

チップ工業にとって，経饗と作業技術の点できわめて重

要なポインl･である。

方法としては手剥ぎ，半機械剥ぎ（回転匁物に材料を

手で圧しつけて剥ぐ）および機械剥ぎに大別される。機

械剥ぎはいわゆるドラムバーカーを用いて，水をかけな

がら剥皮する湿式と，水は材を潤す程度に使用する乾式

第4表ドラムバーカーによる剥皮実績

割"”蔭織動画'裟鰯“”

織菫職
E下駄廃材712205．5〃・〃

：|粥；：：:雫:：F小径木

G〃

¥|ゞ” *:1i:.::|"L:,リ:傘

一

単一原料鰐に形状の点で）の場合には，剥皮方式，

機械の選定は容易であるが，種々 な原料を使用する場合

には2～3法を併用しなければならない。現在のところ

単一万能機はないのでやむを得ない。一般に機械剥ぎで

は，手剥ぎより剥皮度と材料損失の点で劣る。

3．チップ化と締分け

－9－



米沢：チップ工業の現状と問題点
－

剥皮した材料はつぎに小片すなわちチップ・とするため

にチッパーにかける（剥皮の必要のない場合はそのま

ま)。チッパーの要部は円磐にナイフを取りつけ回転す

る機構で，これに木材を圧しつけながら切肖Iするもので

ある。第2図にその外見を示す。

チップ°の寸法は需舞昔によって区々 であるが，一般に

繊維方向に20～25mm,厚さ2～6mm,巾10～20mm

のものである。

含水率（ウエット基準）は35～50％が要球され，樹皮
節，腐朽および焼損部分,土砂，金属等を含まないのが

一般で一定の規準を設けるものが多い。ともかく需舞昔

の要求にマッチしたものを作り出さなければ商品価値が
下るわけである。

チッパーにもメーカーが多く,.比較的蓉名なものでも

数社を数えるほどであるが，今日ではどのメーカーのも

のも能力，耐久性弊の点でさしたる甲乙がないまでに進

歩してきている。実に魔材チッパーに関する限り，かく

も小型で各種の材を良く切るチッパーは世界においても

優れたものと考える。外国の廃材チッパー（スラブチッ

パー）と称するものは大きすぎてわが国の廃材調青には

マッチしないものが多い。

国産廃材チッパーの諸元と実績をみると第5表のとお
りである。

これらの能力は樹種，形状，太さ，作業法などによっ

てかなり差を生ずる。第5表はフルにチャージした場合

の値であって，実際長時間やる場合はこれより下廻わ
る。

チッパーでチップ．化されたものはチップスクリーンに

より選別される。これは大，小2つの金銅あるいは打抜

a・カットノく一カー

風
』

〆

b湿式ドラムバーヵー

c・乾式ドラムバーヵー

第1図各種剥皮機

6

《
》1

aチッパー（定麓間定式）

第2図チッパー

bテッパー（移難式〉

-．．－－10．．－－
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米沢：チップ・工業の現状と問題点
○一

輸入して沼田営林署で使用している。

以上は一般廃材用チッパーであるが特殊の原料

の場合には特殊のチッパーが使用される。たとえ

ば単板屑の場合は単板用シリンダーチッパー，エ

ンシレージカッターが使用される。

チッパーの普及状況を示すと第6表の通りであ

る。

4．輪法

材をチップにすると見掛け容溌は約3倍とな

る。このかさばったチップの運搬は経費の点から

きわめて重要である。現在は袋積み，バラ積み法

が行なわれ後者が多くなってきている。

袋積みは袋詰めおよび開けるに手数を要し，ま

た袋の消耗費等の点でバラ積みより不利である

が，小口のものを混載するには便利である。

績載量の実績を第7表に示した。

輸送法は陸上ではトラック，鉄道，海上は船に

よっているが大体200Irm以下ではトラックそれ

以上では鉄道による場合が多い。

職繼については一応トラック・バラ輸送が主体
となってきたが，稜載量を増加させる工夫になお

研究の余地がある。

5．廃物処理

チッパーダスト，樹皮等がチップ工場の腿吻と

第5表チッパー諸元・能力および実績

能力 実績

扉､褒詞囑需使用モー （石/h)ター(IP)

汁1輪…
75

40

30

20

7．

－

開
烈
輌
Ⅷ
耐

１
１

式

２
８
０
６
４

５
４
４
３
２

一
一
一
一
一

型
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ

０
５
２
１

稗
鶴
瞬

一
婚
姻
鴫
蝋
糊
ｌ
蝋
ｌ
副
‐

｜
罪
晶
戸
圭
罪
半
罪
望２

０
０
０
０
０
０
０

０
０
０
０
０
０
０

３
２
９
８
７
６
５

１
１一
一
一
一
一
一
一

Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ

０
０
０
５
５

５
３
２
１
．

｝
釦
一
一
一
ｍ
罰

０
０
５
０

４
２
１
１
５

軸

220

016

9151

蕊’
610’

5081

，
９

１
１

５
４

建

｢”
9

5

2．5

2

13～31

麓|ﾏキ

50110～12301

20’

15

エ01
－

75～100

25～30

5～7

1，1601

914

762

510

1,100

950

３
２
１

●
●
●

聖
蔀
却
却
郭
郵
郵

Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
ｌ
母
ふ
ふ ｜”

35

6001

鉄板の飾で，粗目は32～35mm,

細目は3～|6mTnが一般である。

その運動形式により回転型，振
■

動型および動揺型等がある。小

規模工場では回転型，大エ場で

4土振動型が多い。

なおチッパーは一般に固定的

に設置通隊されるものであるが，

このほかポータブルチッパーも

ある。これは特に軽量化し，動

,力源も電力，エンジン併用のも

ので，移動に便利となっている

ので，原糸陸地を移動したり，

エ場のかたすみに置いて行なう

ような作業法式で最近特に利用

痕が高まってきている。特に24〃

チッパーおよびチップ工場分布(36年6月末魂在）
（全チッア連調）

第6表

チップ

計工場数

チッパー（円樹韮，吋）

24126~281301361“｜鯛|その他
地区名

’五二珂
711 18280

28280

’
247

266

206

119

401

397

376

271

228

2．511

’
８
２
４
０
５
９
２
８
７
５
６

４
１
２
１
５
１
３
１
２
’
２
７

２
８
８
０
０
１
８
２
４
３
９

８
４
６
２
３
２
０
７
８
３
・

１
１
１

７
４２

16

31

24

31

21

53

75

15

42

308

10．4

43

129

86

49

210

110

84

125

69

905

30．6

２
５
０
５
１
５
７
４
４
３
０

２
２
８
１
３
１
０
．
２
７

北海道

東北

関東

北陸

東海

近畿

中国

四国

九州

合計

割合(％）

一
ｒ
４
７
４
６
３
１
８
０
２

１
５
４
５
・
々
Ｌ
－
Ｄ

１
１
１

８
８
３
９
３
６
７
６
１
５

１
１
５
２
１
２
．
２
７

ヘ
12

9

21

33

45

12

21

199

6．8’

256

134

521

460

：
43

31

2,謡’
|imoi

一

以下の小型のポータプルチッパーは師と一体化し価格も1，して副生する。その蛍は一般に樹皮が10％内外，チッパ
安いので小規模製材工場廃材処理用には絡好のものであ一ダストが5影内外である。この内ダストは比較的乾燥
・る。しているので燃溌にそのまま使用されているが，樹皮は
このほかモピルチッパーと称して，チッパーに車輪を乾いた場合とぬれている場合とあり，後者の場合にその
つけて移動を便利にしたものもあり林地を移動して枝条処極にもてあます場合が多い。その利用法としては乾か
材のチップ化を行なうに便である。最近わが国でも1台して燃料とするほか，製材鋸屑,ダスト等といつし上に

－11－
~



米沢：チップエ業の現状と問題点

第7表チップ積載量
30圧ﾓーﾀー|@166千円湾鯨凹カー
5座モーター|@50千円丸鋸用

1座ﾓーﾀー@'2千円認』茨淵磨
小計’－~rZE

一
鉄
《
〃
〃
鉄
〃
〃
〃
母
〃
〃
〃
〃

種 ’ ’別
一
道
ク

数
５
５
６
８
０
５
７
５
２
４
６
７
８

’
１
１
１
１
３

ン卜

一
鋸
〃
〃
〃
》
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

法戦穣
一
袋
（

種戦量(石）

42～52

18～32

30～33

35～38

32～50

41～60

60

100

8～11

26

30

33

35～49

’
－

'3,207合
一

計
道

c作業員

横切り2人，チッパー投入3人，手直し，選別2人，
研磨機1人，土場廻り2人計10人（内男4人，女6人）
dチップ化経費（チップ石当単価）

ク

■－

目1金額
一－

湾費
一

冊i

畠

．

千円
95

7

して成型薪としたり，果樹園茶園に敷込んだり（ある程

度堆肥化して),繊維板および粉炭製造等が一部で行なわ

れている。今後さらに研究を要する問題の一つである。

6．生産饗

チップ生産饗は企業形態，原木の種類，生産規模需

要者までの距離等によって異ってくる。

今月産1,000石の広葉樹チップ専業工場を仮定して，

それに要する設備費，人員，経饗の概数を示してみる。

a土地，建物，付帯施設

土地600坪，工場建物30坪，サイロ5坪，付帯施設と

して基礎エ事約40万円，配線工事費15万円要する。なお

土地借地料5円僻，建設費として工場15千円，サイロ

40千円の単価とすれば，土地，建物，付帯施設の小計
550千円となる。

b機械設怖

|』021
－

基本料金363円/kWE勵
帷
吟
消
獅
借
録
料

’
４
８
９
４
３
３

５
５
‐
４

使用電力料金3円10銭/kwh
設備費の3影

経 チツパーナイフおよび受匁，油
類，カットバーカー替匁
5カ年均等割

金利対象：土地,建物，機械
利率：年利10形

1

費

｜~小計''7'｜
_二選萱理費｜“’
’3381計

－

●

（農林中金試算）

e輸送費

トラックバラ輪趨既算実績（石当り）

1癖差距離～50km50～8080～100100～150

運賃150円200250300

貨車輸送（駅出饗を含まず）

輸送距離50kmlOO150200300

運賃(含通運料金）99円150．198210259

＋総経費

チップ需要工鰯普値は以上の加工費dおよび輸送饗f

のほか原料費を加えたものとなる。

7．収支

チップ．生産饗は以上のべたところで大崎薩定できる

が，販売価格は榔匝，地域によってかなり巾のあるもの・

であるがおおむねパルプ材（丸太）の発駅佃端ないしエ

職潜価格の巾の中にあるようで，針葉樹は約15円/k9,

広葉樹は約10円/kg穏隻ではなかろうか。

先の総経費fをチップkg当りに換算して売価(kg当

＆

種類

36〃チッパー

スクリーン

選別コンベア

チッパーナイフ
研磨機

カットバーカー

ドラムバーカー

△
■

金額

千円
500

230

100

80

45

1，100

～

｜摘 要｜数’

１１１１20～40石/8h

780mm×3,000mm

1.5尺×16尺 １
１
１
１40～60石/10h

4尺×16尺

3尺×16尺

5唾モーター付

横びき，縦ぴき用

（8尺×12尺）

パーカー送りコ
ンハ<ア

チッパー送り．’

'1186

1154

1160

1160

2
2ず715

ン劇ペア
一

吹上装極

丸鋸

小計
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一

り）と差引きすれば収支関係はおおむね明かとなる。

今日チップ業界一般の声としては針葉樹の方が広葉樹

より利巾が大きく，広葉樹はほとんどないと言われてい

る。広葉樹は製材廃材のような安い廃材が少なく，薪炭

材を職入してチップ化するものが多い。したがって原料
費もそう大して安くはならないようである。これに反し

て加工費は剥皮，運賃等においてむしろ針葉樹より高く

なり勝ちである（石当りで比較して)。売価においては

広葉樹は針葉樹の約1．5分の1であるため利巾が少ない

ことになる。地方によっては薪炭材の不足でチップ原料

として売るより薪に加工する方が得策の場合も出てきて

('､る。

8．取引き

チップ取引きは今日石建またはkg建で行なわれてい

る。

また検収（丸太の検尺に相当する作業）は重量法と容

量法とが行なわれている。

重量法とはチップ全重麓を秤量し，その一部のサンプ

ルについて含水率を検定し，その二の値から絶乾量を算

出する。kg廷取引きの場合はこれだけでよいが石建の

場合には絶乾容積重（生材10尺3の絶乾重麓）で除して

石数を算出する。この場合一般にトラブルの原因となる

のはサンプリングに起因することが多い。

容量法には層積測定法と実穂測定法とがあり，前者は

チップの層穣を測定する方法で（全量または一部サンプ

ルによる)，その値からあらかじめ決定された実穂率(実

容積と見掛容積との関係値）を用いて実職を算出する方

法であり，後者は一部サンプルについて#跡法によって

実容積を測定し，全実容積を算出して得る方法である。

前者では係数およびサンプリング（ただし一部測定の場

合）に，後者では測定中の吸水がトラブルの原因となり

やすい。いま検収と取引きとの関連をみると次図のよう

になる。

て，なおチップエ業の稲来の発展が約束されている。そ《
凸■

れにはチヅプ原料としてはパルプ厩iくより安い芯のでな§
ければならない。今後このような材料をどこに求めるべ

きか。これはとりも直さず今後のチップ工業の立地を暗
示することにもなる。一般的には加工廃材，燃材，林地

残材につきろ｡，このうち加工職ｵについでは今白その生
産が集中しておるものは大体特定地域を除いては原料化

しつつあり、今後はよりいっそう小溌莫工場廃材の小型
チッパーによるチップ化が行なわれるであろう，したが

ってエ場，チッパー台数の増加の割合に1工場，1台当

りの生産量は減少するであろう。また林地残材の活用を

特に国有林当局の遥癖のもとに経済的に開放利用する方
向も有力なもので，これは既存工場の増産原料となり，

また山間工場の新設を招来するであろう。

次に櫛種的に嫌われているスギ，ヒノキラワン類の

利用である。スギ・ヒノキは歩止り（石当り）の少ない

こと，難漂白性の2点で嫌われているが，最近では樹蕊

的に利用し出したパルプ工場もある,ので将来は楽観でき

そうであるが，ラワン材こそパルプ業界ではつまはじき

物にされている。これは特に印刷の際に嫌われる。現在

では混ぜ物として少量使用するに過ぎない。もちろん繊

維板瞬料としては差支えないが，パルプ工場もさらに利

用法について研究をすべき問題である。

最近パルプ・紙の過剰生産と輸入に対処して，抄物転

換，生産制限等のためパルプ工場が使用樹種の変更，受

入制限等を唐突に行なうため，チップエ場をして少なか

らず困惑させている向きがある。チップはパルプ，繊維

板以外に利用の途が無く，貯蔵も丸太に比べて不利であ

り，遠隔輸送の困難なものであるので予定生産品を予定

したパルプ工場が受入れない場合は混乱することはなは

だしいので，安定した生産に対し計画的使用をもってパ

ルプ工場側も誠意を示すべきである。特に賓本，技術共

に弱体であるチップ企業を有効に利用するもしないも全

く消費者の考え方にあるので大企業の襟度をもってその

発展に協定して慾しいものである。

Ｐ
一

~

重量取引(円/kg)

またはm3)容愛検収管容量取引(円/石

／9．今後の動向

わが国の木材の生産と消捜との関係は依然として供給

不足が続くことは異論のないところであろう。パルプ原
木も連年消獅曾をきたしている限りその不足は慢性化し

つつある。特に針葉樹において顕著である。この不足現

象を緩和させるに貢献大なるものは廃材・燃料を原料と

するチップ生産をおいては考えられない。したがって廃

材チップが丸太材に比し安価に供給される限りにおい

豚豚〃豚
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｜
林業の

る

について

石崎厚美

はしがき

森林の生産力を増大するには，優れた樹種または品種

を作出する林木の育種と，培養の基となる林地に最適の

樹種あるいは品種を選択する適地判定と，土壊改良，肥

培，地栫,植栽，保育などの育林操作の3面にしぼられ

よう。しかしながら，実際に生産力をあげるには所有者

の形態に応じた技術の組立によるものである。育種の立

場からは種々の技術仕組に適合した品種を常に提供でき

る幟えと備えとが必要であって，スギを例にとれば，種

々の品種の成長状態材質，耐病，虫，寒，乾などの性

質を知っていることが重要である。育種事業の現況は精

英樹の選抜がすすみ，その子9錨がつくられて次代検定

の仕事がすすめられつつある段階であって，当面の間の

事業用苗は地域性品種の中のすぐれたものか，さしき品

種のすぐれたものが主な材料となろう。そこで，各品種

の特性を知り，最適利用の方法を考えることが重要であ

るが，小面積所有者等資金の廻転率を高めて利潤の追求

を強く行なう場合には現在以上の短伐期が要求されるこ

ととなる。ところで，このような場合にも材料の提供に

応じなければならない。そのようなことを考えてこの問

題を検討したものである。

I地域性品種

収穫表はある地或で造林されているスギの旅分を用い

て作られているので，見方によっては地域性品種を対象

として作られているとも見られる場合があるが，一般に

は種々の産地のものがいり混っているので，そのような

見方は危険である。いま，このようなことを具体的に当

ってみれば，秋田，紀州，天城などは主としてその地方

のジスギを用いているとみて差支えないであろうが，天

城はアマギジスギ，天竜，土佐はヨシノ，茨城，北関東

はカントウ（関東）ジスギが主でヨシノが1部，宮城，

越後，会緯はアキタスギが主でヨシノが1部混入してい

るものとみられよう。このような内容のものを比較する

ことはあまり意味がないかも知れないが，他に好ましい

筆者：林業試験場造林部

材料がないので，地域性品種のあらい方向づけにはなる

ものとして，各収穫表の1等地での成長伏態を見ること

と･した。

伐期のきめ方は平均成長量最多と総収穫量の最高と材

の太さの3方面からの見方がある。まず，主林木の胸高

直径が30cmに達する林令を見れば妖肥28.8天竜（清

水)33.8，秋田(民中)37.0，天竜(北村)37.9，紀州38.2，

土佐38.7,清澄40.1,越後，会津40.0,蒲生42.5,

北関東42.9，愛知“｡2，茨城46.6，天城47.9,宮城

虹9で，連年成長量最大の時期は天竜，吉野15，紀州

会津,天城，愛知，土佐など20年，秋田35年で，平均成

長量は茨城，吉野25，天竜，紀州，蒲生30，天城35，土

佐，別子，宮城40,北関東45,清澄50,秋田55を得た。

収穫表は，その地方の環境に応じた保育形式にしたが

って得られた結果で作られているので，本数がきわめて

まちまちである。しかもこの本数は直ちに胸高直径の大

きさに関係し，材の種々の形質にも影響するが，短伐期

林業の目標は量の生産にしぼられているために，その相

互間の比較は本数，すなわち，保育形式を揃えて見るこ

とが重要であろう。そこで，全国の収穣表の1等地のも

のを令階別に平均本数を求めてみればつぎのとおりであ

る。

林令
（年）

本数

第1表林令別立木本数

''0'52025303540』55055
236614541031817665

253918441201908792

このような見方はあまり現実的でない。そこで似た材

料（系統）で似た環境に育てられているものをそれぞれ

の群にまとめて本数を求め，それを基にして胸高直径30

cmに達する林令を見れば，土佐(別子)32.5,吉野34.5

天竜35.1,清澄36.9，紀州38.3，土佐，秋田41.5，

茨城53．3の結果を得た。この結果から林令35年で胸高

直径が30cmに達する造林地をひろって見れば，土佐

(別子)，吉野，天竜のみで，その他の地方ではよほど地

味の良いところでなければなかなか困難なことが明らか

となった。また，このような地或品種の中には早晦重々

のものが混入していて材料として不醗淀なものであると

考えられるので，そのような材料を用いて実験を行なう

ことはあまり感心したこととはいえなし､。

Ⅱさしき品種

全国の主なスギのさしき品種の特性調査の結果がある

ので，まず，それを用いて九州のものについてみよう。

林分成長鐙の調査は九州全域の十分に成林している林分

の結果を集めているので，その結果を一般の収稚表と比

－14－
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較して見るときには地位は1～2等の平均の位置を示す

ものと見るべきである。

単木の櫛笥成長についてみれば，総成長はアカ，ウラ

セバル，ヤブクク．リ，アヤスギ，アオスギ，メアサ，ホ

ンスギの順位を示し，連隼成長はアカ，ウラセバル，ヤ

ブクク・リ，アヤスギ，メアサ，アオスギ，ホンスギの各

,品種ともにほぼ10年で最大を認め，その最大の山の高さ

はアカ，ウラセバル，ヤブ・クグリ，アヤスギ，アオスギ

ホンスギ，メアサの順に小でその最高位からの勾配の強

さも同順位に緩な傾向を示した。このような関係は平均

城長鼠でし､っそう明らかに見られ，それによって品種の

早晩性をうかがいしることができる。蟻1図参照）

胸高直径成長は樹高成艮と高い相関があるので，樹高

成長の場合とほぼ同様の結果が見られた。すなわち，総

成長戯ではアカ，ウラセバル，ヤブクク'リ，アヤスギ，

メアサ，アオスギ，ホンスギの順位に小さく，連年成長

量は各品種ともに5～10年のところで最高を示して，品

種間にはウラセバル，ヤプクグリ，アカ，アヤスギ，ア

オスギ，メアサ，ホンスギの順位を示した。平均成長量

’は第2図の通りで，15年で最高に達するものにはアカ，

ウラセバル，ホンスギ，メアサがあるが，その山の高さ

＃まアカ，ウラセバルが高く，メアサ，ホンスギが低い。

5

△
P

0 111118R11

110152025303540455055(年）

アヤスギ，アオスギは20年で最高に達し，その後の減少

状態もj,さい結果を示した。これからも，品獅間の成長

速度の速さを認めることができよう。

単木幹材職成長の状態は前にのべた樹高，直径の成長

状態からほぼ明瞭にすることができるが，総成長ではア

カ，ウラセバル，ヤブクグリ，アヤスギ，アオスギ，メ

アサ，ホンスギの順に小さい結果を示した。連年，平均

成長髄によって成長の旺衰状態を見ればウラセバルが高

く早く，アカがつぎ，アオスギ，アヤスギはかなり低く

ておくれ，メアサ，ヤプクク･リ，ホンスギは前の両群間

の中位にあることを示している。

標準地調査の結果から求めた林分成長量について見れ

ば，総成長量は第3図に示すとおりで林令によって品種

別の順位が違うことが認められる。この関係は第4図の

平均成長量によって一層明らかにすることができよう。

伐期の早さは連年成長量と平均成長量とが一致する時

期の迷さでも見られるので，林分成長量の結果を用いて

a聖
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石崎：憾阻育成林業の対象となるスギの品種について

その関係をみればアカ，ウラセバル23,ヤブクグリ25,

ホンスギ26,アオスギ29,メアサ，アヤスギ30の結果を

えた。ホンスギが早い結果を示したのは1部に成長の早

し､ヤベホンスギが混入していたためであって，ヒダホン

スギのみを用いた場合にはアヤスギよりも遅いものとみ

られよう。伐期の早さは径級が利用域に達した時期も考

えられるので，胸高直径が30cmに達した場合を求めて

みれば，すべてが30年以降となってし､る。これは最近の

密膜鋤果が材穣成長麓を増大させるという指導が行きと

どき，いままでよりも密度の高い林分が多くなっている

ためかと考察する。このように胸高直径成長は立木密度

によって支配されるので，その状態を-1-分に考慮にいれ

て比較することが重要である。

短期育成泳業の対象となる地域は気温，降水量，方

位，傾斜などの条件が最適であって，さらに土壌の理化

学性の優れたところでなければならない。ところで各品

種がそのような条件に最適の条件も，またその最適値か

ら遠ざかるにしたがって違った変化の状態を示すことが

考えられるので，それらの関係を見たところいずれも中

央の部分に誘直値を見出し，その前後は違った勾配で減

少する漸減曲線で示されることを知ることができたが，

その最適条件のところのもののみの資料によって林分成

長量を求めてみれば総材積成長量は第5図のとおりであ

って，その平均成長量は第6図のとおりである。
ノ胸
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ところで，この場合も民犀短期育成林業を行なって

いる実例に基づいて立木密度をきめそれによって胸高直

径が30cmに達する林令を寡出してみればアカ，ヤプグ

グリ22－3，ウラセバル23－4，アヤスギ25，アオスギ

30,メアサ32，ホンスギ35を得た。また，その場合の

総幹材積の平均成長量を求めてその最大の値とその時期

をみればウラセパル20年で最も早く高く，アカ，ヤブグ

グリ22－3年でややおそく低く，アヤスギ，アオスギ，

メアサは25-30年でさらに遅く低く，ホンスギは25年で

さらにはるかに低い結果を示している。この両者をあわ

せて見ていずれも30年以内の場合にあるときに短期育成

搾業に利用できる品種を考えることができよう。いまこ

のようにして吟味した結果，資格があるとみられるもの，

がアカ，ヤブクグリ，ウラセバルである。

以上のものは多くの造林地があってその成績が明らか・

であり，単木または林分成長量の過程もかなり明瞭にさ・

れうる品種であったが，造林菌職が少なく，成長成績も

それほど明らかでないものの中にも短期育成林業に適す

るものがあると考えられるので，それらの群についてつ’

ぎに見ることとしよう。

まず，鹿児島県内におけるものについてみれば第7図

のとおりで，オビアカと同じか，あるいはより早いもの，

にハングロ，アラカワ，エダナガ，ノ､ライガワなどがあ．

るが，前3者はオピスギの中のものであってオヒ．アカ’

よりも劣ることが明らかであるので，それらはとりあげ

ないこととしよう。キジン，ハライガワはアカと似だ成

長状態を示しているが，キジンはハライガワに対して劣．

る。しかも，枝が大きく，材質も劣り，スギ，タマバエ

の被害に弱いので，かなり海意を要するものとみるべき

であろう。オピアカの林分から選択したヤマトスギはか・

なりよい成育を納めているが，未だ本数が少なくて事業

対象の域にまで達していない。

九州の中，北部，ことに八女地方にはさしき品種の宝

庫といわれるほど多くのものが発達している。それらに

ついて調べた結果の一部を示せば第2表のとおりであ

る。これもまた,30年以内で胸高直径が30cmに達する

ものを拾いあげてみればシチゾウ25,ヤマグチ26,アオ

バ27,キウラ28,ナカマ29などである。しかしながら，

いずれも造林面積が少なく，揃った苗を入手することも，

困難な状態にある。

筆者はかってオピアカの中のさらに成長の早い1群に

対してサカタニアカの名称を与えてその成長過程を示し

たが，それは第3表に示すごとく普通のオビスギに比岐

してはるかに勝るものとされ，現存する系統の中で最も

すぐれたものとされよう。それは九州林木育租蝪で義成
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石崎：短期育成休業の対象となるスギの品種につし､て
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第8図サンプスギの単木嚇高成授
（総，1等）

第7図甑趣のスギの伽繊の鹿児島
地方における単木成援状態

（鹿林試安料・による）
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関東地方には山武林業に用いられているサンブスギが

ある。この品種は変異の幅がせまく，普通の造林様式の

ところに造林してかなりよい成績をおさめているところ

もあるので，そのスギが最適条件のところに植栽された

場合の結果を見ることとする。まず，樹高の総成長量を

見れば第8図のとおりで幼令時代にはジスギに勝り，天

城，北関東の収穫表のものより高いが，35～40年の林令

となれば北関東よりも劣る。樹高の平均成長量はともに

15年で最高に達するが，サンブスギがジスギよりも高

く，その前後の勾配もサン式が急な傾償hを認める。

単木の胸高直径成長はサンブかジスギにやや劣り，材

積成長瞳はサンブがジスギに勝る結果を示した。

つぎに林分材積成長量をみれば総成長髄ではサンブス

ギがジスギよりも高く，平均成長量は林令サンブ25年ジ

スギ40年であった。

佐藤敬二の資料による

第3表サカタニアカとオビスギとの平均成長壁比較
一

一

老術』里

hp"9図クモ}、オシとアヤスギの
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5．912．219．226
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幹解析結果地位は1

等地の下
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mCm

25

成長の比較

（中島茂安料による)』0.閥
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中である。

四国にはサシキ品種として名の通ったものはなく，既

往の植栽林の成績からみれば，高知と愛媛の南部にオピ

アカが適することがわかる。

山陰のオキノヤマスギは幅が広く，かなり晩生のもの

をも含むので短期育成休業に適するものを選び出し雑

い°鳥取のイチキ，中国のハチロウ，シンジョウ，オク

ツ，シソウなどの天然スギからサシキに移されたものも

幅が広く，晩性のものを多く含んでいるので短期育成林

業の材料とするには好ましくない。

一クモトオシ
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石崎：短期育成林業の対象となるスギの品種について

山武林業はアカマツカ揃植される二段林がつくられ，

後にスギの長伐期の純林が仕立てられるのが特徴である

から，その林業地帯で林分成長量を知ることはむずかし

い。そこで極力普通造林地の材料を集めそれによって立

木本数を求めて算出したが，このスギも麺阻林業に疎植

を行なうことである。そこで，本実験の結果とで胸高直

径が30cmに達する状態を見れば35年で693本,40年で

785本である。いま，これをその周辺の地域の収穫表と

比較すればその中間の本数が適当と認められ，その30

cmに達する林令はほぼ40年内外とされよう。

栃木県矢板市と大田原林業事務所管内に古くから直ざ

しを行なって，さし木に近ごろ移された成長の早い幅の

狭い品種ができあがっているが，この地方の人はこれを

クマノスギと呼んでいる。あまり広くは植栽されていな

いが，早生であり，この地方には将来性があるものと考

察ずる。

スギのさしき品種の中には全くのクローンとして育て

られているものがあるが，最も代表的なものであり，早

生種と見なされるものに熊本県菊地郡水源地の武藤品雄

のヨシノスギの中から選択したクモトオシスギがある。

いま,その品種の成長の状態を示せば第9図のとおりで，

アヤスギよりも成長が早く，胸高直径が30cmに達する

には24～25年を要するものと思われる。この品種は湿潤

な肥沃地を好み，乾燥，瘤悪地では急に成長量が減退す

るので適地の選択が重要であろう。

福田孫多は天芯，日本晴の他種々のものを養成してい

るが，湿潤形態のものが多くて，関東の乾燥地帯ではサ

ンブスギの方が秀でている傾向を認める。

武藤品雄のクモトオシの業績に刺戟されて全国各地に

似たケースのものが続出してきているが，親木のないも

のが多いので複合品種かクローンかわからず，また壮令

木の形態と形質が全然わからないので見当のつかないも

のが多い。佐賀のイワオスギ，金沢のカワイダニスギな

どがある。しかし，それらは造林の面積も少なく，成績

例も少ないので今後の状態を見守って考えるべきであろ

うと考察する。

むすぴ

日本全国のスギの中から短期育成林業に適する地域性

品種をみればヨシノスギ，ヤナセスギとされよう。さし

き品種の中ではオピスギの大部分とヤブクグリ，ウラセ

バル，ことにサカタニアカが最も勝れている。

鹿児島にはオビアカの林分から選択したヤマ1．スギが

あるが，かなりの造林地をもってこの林業の対象となる

ものにキジン，ハライガクなどがある。

中，北九州ではシチゾウ，ヤマグチ，アオバ，キウラ

ナカマなどがあるが，いずれもまだ造林地の面穣が少な

く，林令がわかいので性質が明らかでない。

トミス，サンブなどはその周辺のものに対してはかな

りすぐれているが，立木本数を疎にしても胸高直径が30

cmに達する林令を30年以内に縮めることは困難のよう

である。

ポカスギは35年内外で胸高直径が30cmに達するが，

それをさらに疎植で早めるには雪害その他の面で問題が

あるものと考えられる。

従来のクローンの中で30年内に胸高直径が30cmに達

するものはクモトオシで，他のものはその内に入るもの

はなさそうである。

以上で短期育成休業の場合に採用されるべき品種を提

供することができたが，その材料をいかすか殺すかは造

材渚がその品種の性質にどれだけの理解があって，どの

ような愛情でそれを育てるかということにかかってい

る。林業の技術も庵の名もない町医者の生活から脱皮し

て，りっぱな開業医となって種々の科学器械をもって診

察し淘震しなければならない時代にきている。要するに

短期育鱗休業を成功させるには品種の性質を科学的に，

動的に見てその動きをよく捕えて自然にさからわない施

業と操作を手おくれしないように施すことであろう。

クニノスギ

よくわからないが昔からこの地方で直ざししていたも

のからよいものを選んでさし木品種を作り上げた。

淵 淵 獄
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北海道の林業立地から

牧野道幸

1．はじめに

この小論は，ことさらに北海道の林業立地を特徴づけ

ようという意図があったのではない。林業立地一般論と

して，私が帯広営林局の材業立地調査に当って気づし､た

いくつかの問題点について，経験的な意見を述べたもの

である。

林業立地とは何であろうか。従来使われてきた用語

に，森林立地という言葉がある。それは林業生産立地と

いう意味を含めての慣習語であった。が，林業はすでに

その体質を改革しようとし，近代産業化を目ざしてい

る。育種や林地施肥，あるいは林地の土地改良さえ考え

られてきている。積極的に立地を究明し，応用し，そこ

に林業を営もうとするものにとっては，林業立地と呼ぶ

のがふさわしいと思う。

北海道釧路国に根釧原野と'呼ばれる広大な原野があ

る。そこには，いまパイロットフォレストとして脚光を

あびている林地が，つし､最近まで，調査未詳の原野とし

てひさしくとり残されていたのである。1954年頃，林業

行政官のふとした清眼から，林地として見直されると，

またたくまに林業立地と化して，近代林業の第1線にな

った。これはパイロットファームが直接の示唆となった

のであろうが，林業立地の興味ある一面をのぞかせてい

る。

また，同じ原野のつづきで，太平洋岸に面した世界的

な海霧地帯がある。釧路，根室営林署，厚岸林務署の管

内で，いちじるしく林業技術が気象要因に制約されてい

るところである。ここではパイロットフォレストのよう

に，技術や努力の投資だけでは，森林を造成するわけに

はゆかない。もちろん，技術者たちによって古くから研

究と努力は重ねられてきている。が，にもかかわらず，

パイロットフォレストのように，またたくまに近代林業

の第一線に進出することはできない。

この両者の違いは，一口にいえば，林業立地の自然要

因にあるといえよう。パイロットフォレストは，林業立

地あるいは幾業立地として，十分な条件をもっていたも

ので，林業領域の外にあったものは，むしろ人為の消極

性からであった。一方，海霧地帯のそれは，ごく一部の

前橋営林局計画課

偶然や名人芸に近い技術効果を除いて，ヨ緋I業立地に対

するドン・キホーテ的努力だといえばいいすぎになろう

か。

過去の施業林地に，このような両者の類型を数多く見

ることは容易である。とくに国有林や道有林のような大

きい組織体に経営されるものほど，机上プランと劃一的

な施業が，運だめし的に行なわれていたのではないかと

さえ思われる。この技術責任はどこに帰納させたらいい

のであろうか。パイロットフォレストも，決して立地の

究明と応用が，調査設計されて出発したわけではなかっ

た。幸運な自然要因と実際に事に当った現場の技術者た

ちのたゆまない努力がそれを補ったのであった。

林業が近代化されるためには，抜本的にその立地の自

然要因と人為要因を究明し検討して，応用設計がなされ

なければならないであろう。もはや幸運を夢みるプラン

は許されないときにきていると思う。

2．北海道の林業立地

北海道での問題点は，第1に寒冷地での皆伐作業によ

る育成林地をどこまで持ってゆくかということ。第2

に，自然要因を地位判定の方法としてどのように見分け

るか，ということ。第3に，具体的施業設計をどうする

か，ということであった。第1と第2の問題には，寒冷

地としての困難な要素が複雑な形で立ちふさがる。しか

し，林業技術者にとっては基本的な問題である。が，こ

の種の林野独特の林業常識には，はたして，自然要因に

対する不都合な飛躍性が含まれていなかっただろうか。

皆伐作業はどこまでとれるか

北海道では一般に海抜高500mがその上限であるとさ

れているようである。それはほぼ森林帯区分で，温帯落

葉棚林帯から針広混交林帯までを意味して，気象条件を

も考慮したものである。帯広管内では，日高山脈，大雪

石狩山地，阿寒山地，知床山地が亜高山地域として除外

され，森林帯からいえば釧路，根室の太平洋岸海霧地帯

が，ダケカンバ針葉樹林帯として除外されなければなら

なかった。1958年に波辺定元氏が，この地方の森林景観

と温量指数45･の線が相関的に，温帯的要素の強し､森林

と亜寒帯林との境界である，という検討を行なったが，

これはいいかえれば，前記の海抜高500mという一般通

念を，より具体的に示したものであった。その応用は，

森林景観で見分けられるので，個々の林地においても，

人々の眼に直接区分せられるものである。寸なわち，シ
プ

ナノキ，ミズナラ，ハリギリ，ウタ・イカンバ，ハルニ

レ，ヤチタ･モ，ホホノキなどの多い森地や，それら広葉

樹にトドマツ，エゾマツの混交した林地までは，皆伐作

業を行なってもいい領域と考え，ダケカンバが混りはじ

めた林地や,I､ドマツ，エゾマツが多くなってくる亜寒
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牧野：北海道の林業立地から

淵生の林地では，皆伐作業を警戒すればいいわけであ

る。その限界問題は，机上で考えるよりも，現地で自然

のなまの現象から容易に得られるものである。

第一の問題点は，実用的にはこれでいいとして，他の

問題点は，森林景観から単純に把握することはできな

い。ただ霜害については，非常に調査観察がゆきとどい

ており，ほぼ実用的な綜倫が得られている。しかし，森

林帯の精密な調査究明と同様，霜害の実態調査とそれに

基づいた予防方策となると，林業分野としての必要性を

半ばも満足するものではない。

十分な定量的方法は，数多くのボーリングと地震探査

や電気探査によって,調査されなければならないであろ

う。それは地質学，池修学，土木工学を駆使することに

よって可能なのである。さらに，空中写真による地質調

査，植生調査，地性調査を併用することによって，より

確実な成果を得るであろう。

地うこりや山崩れについて，本州における小出博博士の

貴重な研究があり，北海道の場合もその定性的原理に例

外は認められない。ただ，それをより効果的に実用化す

ることが必要で，そのためには定量的方法を現地にとっ

て，応用してゆく必要があろう。

土木工事に当って，法の問題や崩れの問題が常に起き

てくる。かって，白糠営林署管内で，第3紀層シルト鰐

を主とする地域の林道工事に，路而や法面の工法が岩質

とマッチしないのではないか，と問題にされたことがあ

った。もしその工事に，岩質区分なり，風化区分なりの

調査が行なわれていたならば，説得力のある工事設計と

なっていたであろう。さらに経済的な工法も考えられた

であろう。このようなことは，日高や上川地方の蛇紋岩

地帯の土木エ事に考慮すべき事例をみる。また，林業機

械化にともなう土質力学的問題も，根本的に考えて，そ

の能率化をはかるべきであろう。

地質や地形要因が，造林事業に直接影響を与えている

場合も少なくない。やはり白糠営林署管内の造林計画地

で,地造りは＃ちろん地表層の剥落の著しい地域があっ

た｡地質地形きらに凍結現象などの点からみて,現在の

侵蝕ﾘﾝﾈでは造林をあきらめる方力認明のように思わ

れた。私は大胆に，人工爆破による風化促進法を主張し

た。それは1日も早くすぐれた林業立地の造成をはかる

ためにであった。しかし、造林することはとりやめられ

たが，治山エ事がそれIご代わって浪費の役目をすること

になった。農業や工業あるいは都市立地では，すでに土

木工学的センスで立地を改造し，作ってさえいる今日，

林業だけがその立地に消極的かつマイナスの投蟹をして

いい理由はない。

土壌

土壌が林業立地にとって大切な要因であることはいう

王でもないが，ここでは土木エ学的な土鯉は別にして，

造林に応用する土壌について論をすすめよう。林野庁お

よび道や県では，林野土壌調査方法に準拠して調査がす

すめられているが，帯広管内におし､てその適用はどうで

あろうか。土壌生成論的にもかなりの問題もあろうが,，

実用的形態，つまり林業技術者がよりどころとする土鯉

形態としては，林野土壌型では納得のゆかない点が多

い。それは，寒冷地で年間の半期を凍結という形態です

3．立地の究明とその応用

地質と地形

地質や地膠が林地の土鯉や植生を制約する大きい要因

であることは，北海道に限らなし､。地質について林業に

応用しようとする場合，20万分の1あるいは5万分の1

地質図を利用することが多い。また地形については，最

近空中写真を利用するようになって，より高度化されて

きた。しかし，地質と地形をともに応用化するところま

ではゆかない。地質学や地形学の領域から林業への応用

の領域がひろげられていないし，林業からの積極的働き

かけも少ないからである。林業にとっては，その立地の

地学的生いたちと地学的体質を理解して，林業的に土地

利用をどのように高めるか，というところまでゆかなけ

ればならない。

白糠，阿寒営林署管内には，地造りや山崩れが多い。

それは地質柵造や地形によるものであり，地質学の説明

は地形との関連において十分われわれに説得力をもって

いる。しかし，地層や岩相の地質学的定性的説明は，決

して林業的ではない。実用的な岩質区分と風化状態の定

量的分布，そして，さらに土壌形態の定量がなされて，

はじめて林業に応用されることになる。それは今後十分

な可能性をもっている。

私は林業的岩質区分の試案として，堆穣岩を，α型風

化岩石（層理の発達した硬質岩石)，貝型風化岩石(層理

の発達した軟質岩石)，γ型風化岩石(層理の発達しない

硬質岩石)，6型風化岩石（層理の発達しなし､軟質岩石）

に区分して,表層岩質図を作ってみたが，5万分の1図
幅では大まかな土地分類をするのに役立ち，さらに2万

5千分の1では，林業立地区分にやや満足する岩質分布

と，その風化状態，地形と土壌形態を表現しえた。しか

し，現段階では定性的結果を平面的にひきのばしただけ

･を，十分な定量的方法とはならなかった。これは夙特に

ダムエ事や地ヌニリ地のエ事あるいは林道工事に当って，

さらにその糖密度が必要とされるであろう。
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牧野：北海道の林業立地から

ごすため，みかけ上の湿性土壌となったり，土壌構造が

特殊な発達をしたり，また，植生の指標性が失なわれた

りすること，火山噴出物に被覆されて単一の母材で土壌

が生成されていないこと，土壌層に相当する深さでは，

火山噴出物の降下時代が比較的新しく，その質や量を異

にしているたい，土壌型の決定が本州の困難さよりもさ

らに至難であることなどがあげられる。そこで，私は実

用的な，主として堆積様式で，土壌形態を次のように分

けてみた。

Pd型士謹ポドゾル化土壌

る。

花崗岩類の山地は，侵蝕面の急斜地がRi型土壌，平
坦地・緩斜地はRm型土壌，堆積面はTg・Tp型土壌

となる。

安山岩類の山地は，侵蝕面がRi・Rm型土壌となり，

堆祇面がTg･Tp型土壌となる。

熔結凝灰岩山地は侵蝕面の急誇馳がRi型土壌，平坦

地・緩斜地がRm型土壌，堆積面はTg・Tp型土壌と

なる。

ホルンフェルスはα型風化岩石と類似の傾向を示し，

片麻岩類・混成岩類・はんれい岩類は花崗岩類と類似の

傾向を示す。

針広混交林地帯では,Rm型土壊の立地は広葉樹の優

占する場合が多く、Ri・Rp型土壌の立地はトドマツを

主とする針蕊樹が優占する。Rm型土壌の立地にトドマ

ツの更新をみる場合は倒木更新によることが多し､。

林業立地区分の試み

表層岩質区，地形区，森林帯区分から林業立地の施業

区分を行なってみた。十勝東部国有林での5万分の1地

形図を用いた大まかな立地区分は次のようになった。

I尾根筋も斜面も針葉樹優占立地で，堆積面が造林

に適する立地区

Ⅱ尾根筋が針葉揃優占立地で，斜面や堆積面が造林

に適する立地区

Ⅲ尾根も斜面も広葉樹優占立地で，堆讃面が造林に

適する立地区

Ⅳ尾根が広葉樹優占立地で，斜面が針葉樹優占立地

となり，堆職面が造林に適する立地区

V尾根が広葉樹優占立地で，斜面や堆穣面が造林に

適する立地区

Ⅵ亜寒帯性立地区

このような立地区分が，どの程度の精度をもって応用

されるかは，はなはだ疑わしい。地質母材図（表層岩質

図）地形区分図，森林帯区分図が，それぞれ5万分の1

であったからである。さらに2万5千分の1の地図茜使

用すれば，施業に十分使えると思われる。

Ri型土壌未熟岩石土

lRm型土壌堅密残祇土

Rp型土壌軟しよう残積土

Ti型土壌未熟崩積土

｜
Tm型土壌堅密崩積土

Tp型土壊l炊しよう崩稜土

Tg型土壌石礫崩積土

W型土塊湿潤土

Bm型土壌堅密黒色土

Bp型土壌軟しよう黒色土

Bw型土壌湿潤黒色土

:;灘磯臘l
vⅢ型土壌、型火山性士｜
VⅣ型土壌崩積型火山性土‘」

P型土壌泥炭土

G型土壌グライ

Er型土壌受蝕土

１
Ｊ

残
積
土
崩
積
土

褐
色
森
林
士

一

ｰ

黒
色
士
局
所
土
壌

１
１
１

火
山
性
士Ｉ

Er型土壌受蝕土／

岩質と地形による土壊型の出現は，帯広管内では一般

に次のような傾向をもっている。

火山灰堆積地の侵蝕面（平坦地・緩斜地）や堆積面で

は，火山灰堆職が新しいため層序の乱れがなく,VI･

VⅡ。VⅢ型火山性土をしめし，受蝕地や急斜面ではVⅣ

型火山性土をみる。

沖積層のはんらん原・低段丘ではW・G型土壌が一般

に出現し，湿地の形成も大面積の発達をしめすことがあ

る。

洪積層段丘およぴ扇状地では.RmoW型土壌が多い。

第三紀層・中生層の地質区では，α型風化岩石山地の

侵蝕面でRi型土壌となり，堆談面でTi･Tg・Tp型土

壌となる。β型風化岩石山地の侵蝕面では急斜地にRi･

Rp型土壌，平坦地・緩斜地にRm型土壌,堆稜面にTg・

TpoTm型土壊をみる。γ型風化岩石山地の侵蝕面では

急斜地にRi型土壌，平坦地・緩斜地にRm型土壌，堆

積面ではTi・Tg型土壌となる。a型風化岩石山地の侵

蝕面では急斜地がEr･Ri型土壌，平坦地・緩斜地が

Ri･Rp型土壌となり，緩斜地でもEr型土壌がみられ

今

亀

fむすび

1961年から北海道において，北海道の造林事業に適脇

するための「地位判定基準」が，第1線の研究者や技術

者によって考え'られている。従来の温室的と批判されて

きた林野の内延的投資の無責任な技術ムードに，いま，

βまともに責任を感じて，具体的に前進しようとすること

は当然であろう。その第1歩として馳位判定基準」が

共同研究としてとりあげられ･ていることに，私は深い意
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牧野：北海道の林業立地から

林業立地の究明と応用は，関連する各部門からの共同

研究と，それを総合するものでなければ，真の説得力は

もてないであろう。また，すでに明らかにされている定

性的原理を，定量的に検討し，応用実践しなければなら

ない。その意味での調査設計があって，はじめて林業投
資に技術的責任がもてるといえよう。

諸先瀧のご批判をし､ただければ幸いである。

味を感じてし､る。次の実践応用の段階には，おそらく定

塗化された結果が提示されるものと信じている。それと

同様に，土木事業，治山事業，さらに林業立地の基礎調

査としての,林業地質の究明にも，より効果的な方法が
とられるであろう。林業気象，植生等々 ，ひとつとし

て未解決のまますませうるものはない。それぞれの要因
が，関連をもって総合されなければ，解決もできないの
が，林業立地の宿命というものであろう。

一

1

|’
政調査 会 リーズシ

舞

夢

林政調査会長山崎斉
(前林野庁長官）

著者

第1号林政の栞
ウ
●

木 材需給の安定

林業経営の近代化

国有林の経営改善

木材流通機構の整備強化

第2号これからの林業生産の見通し 壷

▲

森林資源の現状

森林資源の見通し

林産物の需給

今後の林業政策の重点
’

予約募集中

申込先林政調査

定価20円

今
云 東京都千代田区永田町2の1

|，
■■■■■■■■
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シ ベリヤマツとそ

ツギキによる増

の一

殖

’
一神足勝浩

－はじめに－

昭和37年の日ソ貿易拡大にともなって，シベリアマツ

の導入が伝えられている。750億nl3を上廻わるソ連森林

蓄積中，松類の占める割合は20％近く，しかもそれらの

松は比較的既開発地において，天然あるいは人工林の主

要樹種として尊重され，またこの国でも増大する需要に

応ずるためのマツ増殖優良品種造成に多大の努力がなさ

れてし､る。

現在樹種の点で強く印象に残ることは，北海道の寒さ

をはる力ざにしのぐ，イルクーツクまでのシベリア鉄道の

沿線に，まことに多くの松林分が見うけられたことで，

北緯50.以北のこれらの地点で，日本の妖肥のスギ林の

ようなすばらしい成長をした果しなく続く松林に再三接

したのである。今のソ連の特にシベリアの奥地へ入って

見た人なら，きっとこのマツをわが国に入れたらと考え

ることであろう。幸い私がレニングラードから持ち帰っ

たグー・エル・エイティンケン教授著蘂林業経営、なら

びにアー・イー・セベローバ箸、針葉樹種の栄養増殖、

に，シベリアマツについて述べられたものがあるので参

考になろうと思われるものを紹介してみたい。

（イ）ソ連の主要マツ類

ソ連の主要マツ類は5つといわれている。すなわち，

なんといっても最も多いのは欧州アカマツFinussilve-

StrisL.)で，ソ連では、普通松奄といわれている。もち

ろん欧露部が主鉢であるが，シベリアにも相当存在して

し､る。掛令350年以上のものも少ない鰍州アカマツに

ついてはすでにいろいろ述べられているので省略する）

欧露部を中心とするものに，このほか通称クリミヤ松

(PinusPallasianaLamb.)と，通称山地松(Pinusmo.

ntanaMill.)も」2つがあるが，前者はクリミヤ地方黒海

沿岸北東部を中心とするもので，長い堅い2針葉で，砂

質粘土質土壌ならびに砂質土壌によく成長するが，欧州

アカマツに比べて高温に弱くまたまったくの砂地では欧

州アカマツの成長よりおとる。後者は、山地松鞄と呼称

筆者：森林費源総合対策協識会

され，平地の多いソ連において傾斜迦沙丘保護，林地改

良のために植えられる松であり，短い2針葉のマツで黒

褐色の樹皮で似われた曲った幹のものがきわめて多い。

これらのほかに，ソ連でベエイムウト松と呼ばれるい

わゆるストロ-'･(PinusstrobusL.)とシベリア松

FinussibiricaRupr.Mayr.)とがある。前者はわが国

でもよく知られているので省略するが，前述の亀林業経

営篭によるとシベリア松については次のように譜かれて

いる。

、シベリア松（一名シベリア西洋スギ)(Pinussibirica

Rupr.Mayr.)は硬質の青黒い針葉をもち，欧州アカマ

ツのような2針葉でなく短い5針葉輪生であることが特

徴である。1年生の誇茅はニンジン色の柔毛で覆われて

いる。織支の成長ばさして早くない。成熟したシベリア

松の毬果は種子とともに60％の油脂分を維持しながら落

下する。毬果は食料となり，多くの技術目的にも役立

つ。シベリア松林におけるその毬果の平年作は2～3百

万tであるが，毬果のこの壁から50～70万tの高度良質

な油脂と30～50万tの油粕が得られる。木繊継は硬く質

はよくない。

シベリア松の生育地はソ連北東部ならびにシベリアで

あり，しかも大集団をなして生育している。欧露部での

最も古い植栽は，ボルガ河の沿岸ヤロスラプリから8km

の所に，1570年代に植えられた林分であり，環在直径1

m以上になっている、

（口）ツギキによるシベリア栂の増殖

シベリアマツの成長はさして早いものでないので，ソ

連歪は，主として欧州アカマツを台木としてこれにシベ

リアアカマツを、ツギキミし，生産量の増大を期してし、

る。以下，前述の、針葉嬢睡の栄猪増継中該当の部分

駐＝欧州アカマツを台木としたシベリアや朝鮮西洋ス

ギの、ツギキ、）を訳して紹介する。

、シベリアマツの一般的で最も容易な増殖法は種子によ

るものである。秋あるいはあらかじめ発芽促進を行なっ

た上，春に播種したものは当春発芽する。このようにシ

ベリアマツは容易に自然条件下で種子により繁殖する‘

が，しかしその芽は異状にゆっくりと成長する(第1表）

第1表 (モスクワ近郊）

林学者，科学研究者達は長年にわたって，成長が非瀧

－23－
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神足：シベリアマツとそのツギキによる増獺 巳
－－

早いシベリアマツの増殖法をさがしもとめた。青い茎の

サシキによるその増殖法は根付きが悪いために将来性が

ない。

写真1 オウシュウアカマツにつぎ木された

シベリアマツー5年生一

しかし，第1図が示すように，欧州アカマツヘのシベ

リアマツのミツギキ篭は甚だ効果あるものと考えられ，

その研究はソ連アカデミー森林研究所によってばじめて

砿範囲にわたって逐行された。

ツギキの利用は林業の最も困難な－－各樹種の成長促

進といっそう早期の結実達成一一という問題に答えを与

えている。

欧州アカマツが現在広範囲の地方にわたって分布して

ル､るのは，あまり肥沃でない土壌の所でも，またきわめ

て肥沃な土壌の所など，まったく多種多様な条件下で生

育しうるためで，欧州アカマツにシベリアマツを、ツギ

キ、することによって，シベリアマツの広範囲の域藍が

可能となっている。

シベリアマツの欧州アカマツヘの懸合は，前述（訳者

注この本の前の部分で述べられているが省略）の諸条件

を遵守しさえすれば容易である。

ソ連の1951年における最初の実験において，ツギキの

成功率はわずか18％に達したのであるが，現在(1958年）

ではこのツギキの癒合成功率は全体の80～90％である。

適切なホと台木の選抜によるツギキの癒合は耐久的なか

つ申し分のないものになるので，ついだ場所をみつける

ことは，わずかに欧州アカマツとシベリヤマツの樹皮の

色の区別によって可能である。

ツギキのための穂として，シベリアマツのホを結実し

写真2オウシュウアカマツにつぎ木された
シベリアマツの融合点一一4年生一一

ている木から採るような時には，ツギキは翌年から翌々

年に開化しはじめる。雄花は通常ツギキの年に現われる

が，正常な開花時期に比較すると若干遅れる。このこと

は，次のことを説明している。シベリアマツの雄花（花

粉）は秋詰められているが，ツギキの後,雄花は成長を

つづけ，まさにその溌初の年に花粉をまき始める。

欧州アカマツにツギキされた1年生の毬果をつけたシ

ベリアマツのサシホは，台木に癒着はしてもそのツギキ

されている1年生の毬果を饗成することは，現在のとこ

ろわれわれの実験では成功していない。

最初の年にはツギキしたシベリアマツの約の花粉はま

だ比較的少量で，それゆえに天然の受精に期待をかける

ことは困難で，つがれた木の人工受糖による必要があ

る。このために，花粉みずからが蓋をあけてあらわれる

前，または花粉がとびちりはじめるその瞬間に，最もよ

いのはピンセットでとって，乾燥したコップか試溌皆に

集めるのである。乾燥した場所では，花粉は数時間でこ
ぼれ出すのである。さらに小さいふるいか手で難藥や混

りものを取除いてやる。受精にば純度の高い乾燥した花

粉が必要である。

糖を加えた寒天培獲においては，ツギキしたシベリア

マツの精選された花粉粒の50～60影のものが発芽する。

1株のシベリアマツでは雄花，雌花の開花は同一時期に

行なわれるので，花粉をうけとると急速に刷毛のたすけ

をかりて花粉によって受精させねばならぬ。受精は早朝

つゆがまだかわかない日'出後1時間が最もよい。1畳夜

後にくりかえして受精を行なう必要がある。

－24－
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た場所に貯蔵するならば1カ年間生活能力を持ち続けて

いる。花粉を貯えながらこのような条件を容易に作るこ

とは，試験誉あるいは小さなコップの中に綿栓でロをし

めて，塩化カルシュームによる湿度除去装置の中に撒く
ことである。このように1カ年間貯蔵したシベリアマツ

の花粉粒はその40～50％が発芽する。
シベリアマツの毬果の種子の鱗片は，受糖後急速に2

～3日でかたく閉じる。毬果は赤色を明灰色にかえ，最・

初の1週間は著しく大きくなり，翌年の春までそのよう・

な状態にとどまる。結実はマツの全和瀕におけると同：
様，1年おきにやってくる。早春に灰藤色の色を春のお
わりにはスミレ色に，秋には黒褐色の突起をともなった
灰白色に色を変えながら，5月半ばから毬果は急速に成
長し始める。7月の後半にかけて，毬果は標準的な大き
さにいたり成長が止まる。その成熟は9～10月である。
ツギキしたシベリアマツの結実しつつある毬果の数は

発育とともに鋤pする。かくして，ツギキの翌隼から蕊
年々目には，毬果は3個以上にはならないが，しかし，
4～5年は成長でその数は10個にまで増加しうる。ツギ
キしたシベリアマツの厳格に表わされる結実の周期は観

察されていない。とはいえ，豊作は毎年ではない。1956,
年モスクワ近郊のソ連邦科学アカデミー森林研究所の試
験林では，5年生のツギキシベリアマツが14本開花し，
22個の毬果がついた。この年には雄花は20本のツギキに
あった。かくして，毬果の受糖はこの試験地で集められ
た花粉によって可能な限り行なわれたようである。
翌年，ツギキしたシベリアマツの毬果は正常に発育を
して十分の価値ある種子を与える。サシホからもぎとつ・
た成熟したシベリアマツの毬果は，長さ7.5～8cm,径
5.5～|6cmで，鱗片は56枚,1つの毬果中には58ImOX.

があり重い大粒のものが39で空のものが19,内味のある，
もの重鐘は0.32gかかり，核の重量は0．179,外皮は
0.15gであった。胚乳と胚芽は正常に発達していた。

これらの種子は秋から発芽偲堕をささせられていた

が，播種のその最初の年に芽を出した。

－

｝

写真3オウシュウアカマツにつぎ木された
シベリアマツの開花

欧州アカマツの開花がシベリアマツの開花より著しく
早くすぎるので，シベリアマツのツギキの受糖はめばな
の隔離を考える必要はない。モスクワ近郊では，欧州ア
カマツは5月末日から6月の初めに開花するが，、ツギ
キ簿したシベリアマツは6月10日～15日の間に開花す
る。したがって，欧州アカマツの花粉によるシベリアマ
ツの受精の可能性は通常なくなるのである。シベリアマ
ツと欧州アカマツとの間では，まさにこの受胎が行なわ
れないので，これらの間の澗誕を得ることは，境在まで
われわれの多数の実験においても，またアメリカの専門
家の実験においても成功をおさめていない。

最初の年には，ツギキしたシベリアマツの花粉粒の増
加は，全感果の受糖には十分でなし､ことが起り得る。こ
のような場合には，前もって花粉を貯蔵しておく必要が

ある。

シベリアマツの花粉の貯蔵は，それが天然に生育する

場所において可能である。シベリアマツの花粉は欧州ア
カマツの花粉と同様，もしたえず気温0～1度の乾燥し

垂
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昭和36年度の中央協議会は，12月11日より5日間に

､わたり，八つの専門部会にわ力鋭て行なわれた。出席人

員,出席機関,連絡および協議事項等のあらましは次の通

りである。今回の中央協識会には，各ブロック協議会運
･営の責任者である林業試験場支場長が，特に出勝して，

それぞれのブロック協議会より提出された課題につい

･て，提案理由の説明を行ない，問題の焦点を深く掘下げ

て審議を進めることができた。

協議内容のおもなも｡については，専門部会ごとに述
べることにする。

1．部会名，日時，出席人員および場所

経営部会12月11日30人林業試験場
林産化学部会12月11日14リノ

造林部会12月12日25〃

材業機械部会12月13日25〃

特殊林産部会12月14日12〃

防災部会12月14日21〃

木初加工部会12月15日18〃

森林保護部会12月15日19〃

2．出席機関名

東京大学,東京農工大学,東京教育大学,東京農業大
学，森林資源総合対策協織会，全国木材組合連合会，全
国森林組合連合会，紙パルプ連合会，全国チップ連合
会，全国フロリンクエ業会，日本治山治水協会，林業機
械化協会,林業経営研究所，林業経済研究所，水利科学

研究所，国鉄技術研究所，科学技術庁，股林水産技術会
議，東京営林局，林業講習所，関東林木育種場，林業試
験場，林野庁関係各課。

3．連絡および協議事項

（1）連絡事項

“）特別試験研究(応用研究)，現地適用試験，連絡
試験，企業合理化試験についての経過説明

㈲35年度中央協議会協議事項に対する処理経過に
ついて

例森林計画制度の改正，個別経営計画，林業基本

問題対策委員会技術部会の検討事項その他につい
て

（2）協議事項

“）ブロック協議会および中央協議会メンバーより

提出された課題の霧議

㈲37年度の研究課題について

例その他につし､て

A経営部会のおもな協議内容

1．個別経営計画の研究(近畿中国四国ブロック提案）

経営計画については林試で，以前から研究を続け，現

在私有林経営計画の第二報がでている。林野庁では,林
′家の生活の安定的向上を合理的に達成させるとともに，

森林生産力の向上をはかる目的のもとに，昭和37年度よ

り全国に個別経営計画作成指導のためのモデル林家を設

慨して，これを讃極的に推進するよう予算を要求してい
る。

家族経営的林業を育成するためには，これに合った施

業技術の研究も必要ではないかという見地から，林試で

も経営計画の研究を続けると同時に農家林の作業法につ
いても手をつけてし､る。しかし農家林業を発展させるた

めには，よくその実態を把握させ経営意欲を起させるこ

とも必要で，軽営と技術の両面を同時にすすめてゆくべ

きであろう。

なお，経営計画をたてる場合，地域の経営改善計画が
ないと手をつけ難いという意見もあったが，林業樵造改

善計画は農業の椛造改善計画の進行をまって，その関連
のもとに考えられるものである。

2．林業基本問題対策面から見た零細森林所有者の過
渡期における技術的経済的指導について（近畿・中
国・四国ブロック提案）

林野庁では，農家の林業経営指導については，階層別
に分けて指導すべきものと考えている。所有林野面積1

ha以下の階層は，林業の経営としては考えないで，部
分技術の要請があれば，個別指導をする,1ha～5haの

階層は，農業経営の従属的林業として，山林の施業技術
の経営方針の大綱を示す個別経営診断指導を行なう，5
ha～10haの階層は複合的林業として，農業経営との関
連のもとに，家族労力を林地の高度利用による労働多投
的な増産技術を指導する。10ha以上の階層は主業的林
業として，林業を主体とした経営により企業性を持たせ
労働節約的な能率のあがる技術を指導する。なお5ha

以上の森林所有者には，個別経営計画を作らせ森林を計
画的に施業するとともに，新しい技術を導入して林業経
営を近代化するよう指導する。

１
打

二

▽

鼻

筆者：林野庁研究普及課
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3．農家林の経営（北海道ブロック提案）

北海道としての磯家林の経営指針を，地域別類型別に

至急作る必要があるとの要望であるが，林試北海道支場

で，今年から「農畜林の立体経営」というテーマの研究

があるので，これを活用してやることも考える必要があ

る。

また，特別試験研究で行なった「農家林業に関する研

究」については，北海道､‘四国，九州はやっていないの

で，特別試験研究の今後に残された問題点と関連して，

､これらの地区の補足調査も考えて特別試験研究課題に出

すよう考慮したい。

4．採草地の実態調査ならびに改良試験（近畿・中国

・四国ブロック提案）

採草地は関西地区にも非常に多いので，この種の調査

指導を関西地区でもやってほしいとの要望である。林試

が東北地方に重点をおいているのは，畜産の依存度の関

係からみて，やむをえないであろう。関西地区をかるく

,みているわけではない。畜産関係にはいろいろ立派な研

究データも出ており，この方面の利用も考える必要があ

る。たとえば，兵庫県の畜産課の山田技師，兵庫短大の

佳山助教授などの業繍がある。

5．植栽本数と収穫（北海道ブロック提案）

この問題については，開発研究費で，林試が全国的な

規模でやっていくことになっている。その内容は植栽密

度，肥培，育種を組合わせたものである。しかし，この

研究の中では，北海道は1カ所しか考えられていないの

で，北海道ブロックとしては，最近の状勢からも，各営

林局，道をあげて大きく取り上げ実施したから，それに

対し林野庁の承諾と予算化を要望したものである。この

研究は，技術革新の重要課題として，国有林自体として

も大いに関心を示すものであり，造林事業実施の中で，

試験地を設けてやればできるので，関係部課で善処する

ことになった。

なお，この際全国的にこのような調査を，事業の過程

で行なえるような体制になることが望ましい。

B林産化学部会のおもな協議内容

1．リグニンの研究推進策について（中央協議会メン

バー提案）

農林水産技術会議では林業に関する今後のおもな研究

潤標の中で，木材成分の化学的利用については，ヘミセ

ルローズ，リグニンなどはその一部が利用されているに

すぎないので，これら未利用成分に重点をおいた研究が

強く望まれると述べている。また，林野庁においても林

業基本問題対策委員会の技術部会において成分の利用を

とりあげ，リグニン研究の必要性を述べている。

リグニンの基礎研究は相当進められており，林試では

廃リグニンの水添液化の予算を要求中であるが，よい触

媒が発見され収率もよい見込である。

今後の研究の進め方としては，基礎研究を充実すると

ともに，エ業化にいたるまでの中間の研究が必要であ

り，その研究組織をつくることと，その研究費の積極的

な支出が望まれる。

2．木酢液利用の推進について（中央協議会メンバー

提案）

木炭は約150万t生産され，この排煙を冷却して木酢

液を回収すると数百万t(約58億円）が得られるはずで

ある。木酢液は現在液燃用や土製消毒用に需要があり除

臭効果も認められているが，消費されるのは数千ドラム

に過ぎない。したがって未利用成分の活用と製炭者の所

得向上のため，木酢液利用の推進を考える必要があろ

う。そのためには有効成分の抽出および分斫，木酢液成

分の総合利用，あるいは濃縮法の研究等が望走れる。

c造林部会のおもな協議内容

1．黒色土壊の調査ならびに適木の選定（関東・中部

ブロック提調

全国的に分布している黒色土製について，母材成因な

どによる系統的な分類とあわせ，適木選定のための栽培

試験の行なわれることが望ましいとの提案である。これ

については林試が中心になって，調査を進めることにな

り具体自妨法については林試に一任された。

2．寒害による各種の被害調査研究（関東・中部ブロ

ック提案）

拡大造林の進展にともなって寒害も多く発生し，各地

で問魎こしている。そのため早急にその原因究明と防除

の研究が必要であるとの提案である。これにつし､ては造

林保謹防災の各専門部会より委員を出して小委員会を設

置し，早速調査方法を検討する。

3．林地肥培についての研究（関東・中部ブロック提

案）

施肥方法が肥効とその持続にどのように影響するかを

主として根系の分布形態との関連から究明する必要があ

り，広範囲で実施すれば成果力糊待できるので現地画用

試験を要望したものである。

また，樹種別，土鯉型別に適応する肥料成分賊肥基

準）の配合方法の検討も求められた。

この問題については，林試でまず既往の林地肥培の研

究成果を整理し，それによって今後の問題点を明らかに

した上，林迦巴培の研究を体系化し研究分担を決めるよ

うにする。

4．北陸地方の造林地の雪害についての調査研究（関
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東・中部・近畿・中国・四国ブロック提案）

北陸地方は東化，北海道地方とちがって雪質が湿潤で
あり造林地の被害が多いので，耐雪性品種の選抜，植栽
方法および密度，保育方法等の調査研究の必要があり，
国の助成を要望したものである。

これについては雪害の実態調査にとどめず獄極的に雪
害防止試験を実施することの必要性が強調され，既往の
研究成果を基にして関係各県で試験を実施することが望
まれた。

5．スラッシュマツ，テーダマツの種子のあっ旋（近
畿・中国・四国ブロック提案）

産地系統の明らかな種子の手入が困難な事情にあるの
で，種子の入手に必要な海外派遣などの道を講じて種子
のあっ施を希望したものである。

これにつし､ては入手状況の情報が交換された。すなわ

ち四国では徳島県がスラッシュマツを，林木育種場がﾃ
ダーﾏﾂをあっ旋し,林野庁業務課はアメリカからテー
ダマツの輸入手続を進めており，林試はスラッシュマツ

とカリピアマツを入手して関西と九州育種場に分譲し
た。

6．精英樹の早期検定方法の確立（近畿・中国・四国
ブロック提案）

自然生育の結果をまって検定するのでは長時間を要す
るので，たとえば遺伝子の検出など適当な予測手段の発
見を期待したいとの要望であるが，個々 の形質や成長に
ついての検定はすべて早期検定法の確立に関する問題で
あり，林試における育種の研究はあげてこの問題につな
がってし､る。

7・天然林の施業眺海道ブロック提案）

この問題は経営部会と造林部会で協議された問題であ
る。天然林の本質的な研究ではなくて現在問題となって

いるわずかな施業投資をすることによって価値の高い林
分に誘導する問題をとりあげて，その具体的な施業方法

とそうした施業が成長量や質にどのように反映するか，

それらについての調査研究が必要であるから層雲峡にお
いて実態調査をしたいとの要望である。
経営部会におし､ては，天然林の施業については数多し、

文献があるから，まず，文献整理を行なって問題点を抽
出し，林試で総合研究するという結論を出しているが，

北海道エ場の要望については考慮されることが述べられ
た。

8．不時造林技術の確立について(東北ブロック提案）

労務対策上I賎期を選ばない造林技術につし､て，研究を
進める必要があるとの提案であり，前年度にも提出され
たものである。

これについては林試の本命とし実施するとのことで，

植栽の周年化について本場で苗木の本質に関する基礎問
題として進めていることが紹介された。

9．造林地の除草剤（中央協議会メンバー提案）

国有林では労力不足の対策上造林地の薬剤利用による

除草の事業化を早急に望んでいて，ヘリコフ°ターによる

散布について説明があったが，なお，十分な基礎研究を

する必要があるとし，林試で推進法を検討するととも

に，実用試験の実施が望まれた。

D林業機械部会のおもな協議内容

1．林業機械化試験の推進につし､て（近畿・中国・四
国・乗|ヒブロック提案）

造林機械化については，すでに特別試験研究灘により

昭和32～35年度の4カ年間，造林事業における地栫作業

の合理化に関する研究が実施され，また林試においても

35年度から造林機械化に関する研究が開始され，さらに

また36年度から特別試験研究費で苗畑作業の機械化方式

の確立に関する研究が開始されている。

曲線集材，曲線運材については東京大学ならびに国有
林における研究成果を利用する。

造林作業機械化の功程については国有林における標準
功程表を利用する。

中小規模林業の機蜘上は36年度から特別試験研究費で
研究が進められている。

機械化の経済効果につk,ての解析は関係方面力棚力し
て研究を推進する。

2．造林到櫟の機械化推進について仇州ブロック提
案）

造林事業の機蜘上については1で述べたとおりであ

るが，今後さらに企業合理化試験，あるいは国有林にお

ける試作費の活用をはかり研究を推進する。

3．風圧ガバナーの実用化研究（中央協議会メンバー
提案）

東京大学で研究中の風圧ガバナーの理論研究がある程

度完成したので，これを染材機索道に利用するための実

用化W暁を実施したいとの提案がなされ，特別試験研究

費または企業合理化試験費での実施が望まれた。

4，スカイラインに立木，伐根をアンカーとして利用

する場合の強度に関する研究（中央協議会メンバー

提案）

集材機や軽架線では，スカイラインのアンカーとして

立木，伐根を利用することが多いがこの強度が不明のま

ま設計，作設するため危険なことが多いので，特別試験

研究または国有林の委託研究として実施が望まれた。
E特殊ﾎ繩蘆部会のおもな協議内容
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有 資格者は全部有権者になりましょう｡●

、

－日本学術会議第6期会員選挙のため－

（1）日本国民であって次のいずれかに該当するもの。

〔ｲ）大学卒業者で大学卒業後2年以上のもの。

一〔ﾛ）短大･旧制専門学校卒業者で卒業後4年以上
のもの。

い）その他研究歴5年以上のもの。

③次の業綴のいずれかをもっているもの。

（イ〕学術上価値ある著書

（ロ〕各学会誌,大学,試験場研究報告,営林局技術

研究，学会講演集，その他機関誌に発表された研

究論文。なお未発表でばあるがしかるべき学会・

機関に文書をもって提出し掲載する価値あるもの

として受理されたものを含みますが，この場合に

・は当該機関責任者の証明が必要で説

．〔ハ）特許公報，林野土壌報告,‘治山森林土木設計

醤，材秋表調製業務研究資統林野庁経営案説明
、

番（現物添付のこと)b

．(二）業務功程，業務資料，鐙の他各機関の年報，

営林局報等（現物添付のこと)。

（ﾎ〕口頭発表については日本艇学会加盟の各学会

叉はこれに準ずる公的な大会・例会等の席上で過

去2年以内に発表されたもの。この場合，その内

容を明らかにずゑ概要が発表された学会誌等を添
付しなければなりません（現物，当該部分の抜き

刷り，機械複写〕6，

③関係学会への入会

新だに有権者となるたあにはそれぞれ関係の学会

へ入っていなければなり室せん。したがって，該当

，の方で未加入の向は入会の手続を霊とり下さい。

日本学術会議中央選挙管理会から来る11月25日に行な

われるこの選挙についての必要事項を,全員各位に周知

徹底されるよう依頼がありましたので論知らせしますざ

日本学術会議はわが国科学者の内外腱対する代表機関

で，その会員ぱ選挙によって選ばれます。したがって，

科学者として資裕のある人は,.こぞって有権者と瓶り，

この選挙に御鰯力下さい。
しかし，なかには有権者としての資裕をもちながら，

このことを知らないた塗に，その当然の櫛ﾘを行使しな

い人が多数あります。

つきましては，この資格をもつために有権者となる手

続をされますよう端願い‘いたします。

、

唾
＝

V

良

○今回の選挙か‘ら選挙規則の一部が変りましたから,・

次の点にとくに御注意下さい。

（1）前回（昭”の選挙の有権者については，前回提一

出した登録用カードにより昨年12月資絡毒査が行な

われ，業績の発表時期が9隼以前（昭和28年11月

以前）のものには不認定通知が出されました。した

がって，中央選挙管理会からその通知を受けなかっ

た人感，有権者名簿に登録されますから，あらため､夕一一

て登録用カードを提出する必要はありません。

ただし，業談の発表時期が9年以前であっても次、

に該当するものは有権者として認められます。

〔ｲ）国公私立大学〔短期大学を含む）に勤務する

講師以上の教職にあるもの。
（ﾛ）日本学術会議会員およびその職にあったも

の，日本学士院会員，大学名誉教授。

よﾊ）国公私立研究所等の研究擬関に研究員として

勤務しているもの。

②不認定通知番をうけたもののうち9年以降（昭和

錘

ｰ

○新有権者は登録じなければなりません。

新有資格者であると考えられる人は様式②により中

央選挙管理会〔台東区上野公園内日本学術会議)､あてに

登録用カード用紙を請求し，受領の上必要事項を記載し

て，来る.4月30日までに必着するよう提出して下さい。

碑

一

28年11月以降）に業績の生じたものほ，送付され

た請求用紙を用いて登録用カードを請求し，受領の

上必要事項を記入して来る4月3q自までに必着する

よう，中央選挙管理会 》
３

本学術会遡へ提出して下さい。

○有権者となるための賓絡はおおむね次の通りです。

．(来る11月25日現在で計算する〕

○登録用カードには記載もれのないよう。
牢

前回の選挙の登録の際に記職不備のため資狢がありな

がら，有権者になれ鞭かつた人が沢山あります。したが
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って，カードに添付の選挙説明書善よく読んでから記戦

して下さい。とくに業紙の記載がないと有権者になれ主

せん。

’6月下旬

7月1日～10日

7月1日～20日

選挙期日官報公示

有権者名簿縦覧

有権者名鱒に対する異議申立受付 a一

○有権者異動届は連かに。
、

有権者のう.ち住所・勤務先に異動が生じた場合は，速
7月1噸～25日立候補届，候補者推薦届受付

日
０

｜
鋤

１

１１月
月
７
８かに由央選挙管理会あ工異動届を提出して下さい。

○異議申立書の提出。

6月上旬に不認定の通知が出されます。これに不服の

人は，通知を受け取ってから20日以内に中央選挙管理会
〃 候補者氏名官報公示

，潔斎蒙蕊謬公譲掲職文關級等〃

P

あ･て異議申立書を提出して下さい。

|追加有権者名簿縦捻
|選挙公報掲戦女受付締切
葉番の検印

8．月中旬

8月．20日

9月5日～20日

10月中旬～
11月一上旬

11月25日

○各機関の積極的協力。

地方にはこのような選挙のあることも，自ら有資絡者

であることも知らない人が沢山おります。

つきましては，このような有資格者がいると思われる

機関は,登録用カード用撰の請求.提出,葵励届の提出
などについて涜極的に協力し，有資格者は全部有権者と

なるよう協力して下さい。

｜

I
げ

’投票用蔵，選挙公報等発送

１
１
投票締切･(選鑿期印

開票11馳7日～30日

型月ヨ0圓|当選人決定通知○不明のことについての黒会。
P

有権者になるための資格,論文の掲餓文訟などの詳細

については，日本林学会支部,縣庁林務部課,営林局経

営部厚選挙誕明醤および宿権者資格琴査基準が配布にな

っておりますから御利用下さい｡．

旬’12月、上 当選人氏名官報公示

当選に関する異議申立受付
官報の公示から
20日以内

～
〃

標式(1）．○お願い。

新有権者および従来の有権者の異動については，その

氏名，住所，勤務先を磯関ごとに日本林学会（目黒区下

目黒4の770林業試験場内)へ御連絡下識､。
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5月1日～15日第6期有権者第2
●

5月下旬第6期有権者決定

第6期有権者第2次資楕零査

’
１
１

蕊雫通知錯送(第2次賛絡雰査の’6月上旬

不認定通知を受

鮪日から20日

⑳
’不認定通知を受けた者の異織申立受
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浅野：昭和36年度林業試験研究中央協譲会のおもな協議内容について 一一

この部会にはブロック協議会および中央協議会メンバ

ーより特に提案された協議課題はなかったが，審議の対

象になったおもな問題について述べる。

1．キリのテングス病の発生実体および被害分布の調

査研究
〃

この問題は36年度の特別試験研究に申請して実現をみ

るにいたらなかったものである。

林試で行なっている診断ならびに罹病道程などの基礎

的研究と性格を異にし,被害発生初期の実体を調べ,そ
の被害分布を把握して，爾後のまんえん防止に役立たし

めるものでかさねて特別試験研究の申請が望まれた。

2．裏山地帯におけるクリ栽培技術に関する研究

従来の優良クリ品種はもっぱら果樹園芸的集約栽培向

きに育成されたもので，裏山地帯での栽培や粗放な経営

を目的とする場合には必ずしも適していない。したがっ

てそれらの地域でクリ栽培を行なうに当っては．耐寒，

耐山地向きの品種の選抜育成をはかるとともに環境に応

じた栽培技術の改善が必要となる。

この研究は該当地域の研究機関が共同試験として実施

すべきものである。

3．シイタケの雑菌防止に関する共同研究について

この研究については’37年度に実用技術開発研究の一

つとして予算要求をしているが，予算配布のあるなしに

かかわらず実施希望の県もあるので実施要領を希望県に

提示する。

F防災部会のおもな協議内容

1．破砕帯における山地災害の発生賎構ならびに予防

治山における方法論の究明に関する研究（中央協議

会メンバー提案）

予防治山技術の高函上が今後の治山問題の重要課題の

ひとつと考えられるので，強力に進めるべき研究であ

る。全国を地質その他の各種条件にもとづいて地帯分類

し,その一つの地帯として，また，第一着手として破砕

帯をとりあげるという考え方ですすめるべきである。特

別試験研究の課題として推進する。

2．瀬戸内海沿岸はげ山植栽林地の土地利用の可能性

とその限界に関する研究(中央協議会メンバー提案）

この地方で最近保安林を解除し，他の土地利用に転換

されることが多くなったが，転換後種々 防災上の問題が

発生している現状から，保安林の解除を合理的にする必

要が生じており，今後推進すべき研究と考えられる。林

試，林野庁の関係者で協議し，上記の必要性に応じて研

究目標をきめ実施する必要がある。

G木材加工部会のおもな協議内容

1．木質材料の特性の試験法（中央協識会メンバー提

の

案）

36年度には木材の熱伝導性，切削性等の試験法につい

て特別試験研究により実施しているが，引続き木材の接

鴬性および注入抵抗の試験法に関する研究を推進する必

要がある。

2．特に折探された課題ではないが審議の対象となっ

たおもなもの

（'）地方における林産研究について

林産関係の公立林試より育成強化の要望があり，ま

た，国立林試支場で林産研究をして欲しいとの希望も

出されたが，公立の林試は林産研究の場というより普

及指導に必要な技術を検討する場であればよいとの意

見もあった。

林野庁としては公立林試は技術普及センターと考え

ているが，特に林産部門については，専門技術員の業

務をもっとはっきりしたい。木材加工の専門技術員の

おもな業務は今後鯉材エ場の経営診断をする」とき

めたい。試験研究をするのでは，次次に出てくる新技

術をし､ちいち消化しきれないとおもわれる。公立林試

が現状のままでは，家具木工までやることに通産との

問題がある。また，県に目立養成機関があるがいろい

ろ問題もあり，林試と合同する傾向もあり，これらの

ことを考え合わせ木材加工に関心のある県の部課長に

集まってもらい検討することにしたい。

（2）のこくず，樹皮の利用開発

この実態は業界の手ではなかなかつかみにくいの

で，国の方で調査をすすめてもらいたいとの要望があ

った。樹皮から相当よし､テックスをつくっている工場
もあるようであるが秘密にしている。

のこくずの堆lu化につし､ては林試土鯉部が研暁概要

を説明した。こんごさらに実用化のため発展的研究が

期待され関係者で推進等を考えることになった。

（3）木材の難燃化技術について

木材の準不燃化あるいは不燃材料との組合わせとい

った面での木材の難燃化技術について柱を主体とした

研究が行なわれでおり，こんご研究をさらに進展させ

るためには研究チームをつくる必要があり，進め方の

検討が必要であろうという意見が出された。

（4）ステライド熔着について

ステライl･熔着の熔着技術および熔着したものの仕

上技術は確立されていなし､ので特別試験研究に申請し

てはどうかとの意見があったが，林試で現在手をつけ

ていることでもあり，なお，検討することになった。

H森林保談部会のおもな協磯内容

，、ネマトーダについての共同研究または連終試験堂

－29－



浅野：昭和36年度林業試験研究中央協議会のおもな協議内容について

実施されたい（関東・中部。近畿・中国・四国ブロ

ック提案）

最近朴業苗蝿こおいて,線虫による被害とおもわれる､
生育不良品が，各地に現われはじめている。そこで被害

の調査方法を確立して全国的な被害の実態を調査し，適

切な防除法を樹立する必要がある。このための共同研究

また連絡試験を実施されたいとの要望である。

この問題については林試で試験研究を行なっているの

で，今しばらく研究を進めてから，林試で方法をきめ，

その方法によって共同調査をするようにしたい。

2．ハチカミの研究(近畿・中国・四国ブロック提案）

山陰，北陸地方では被害激甚であり，被害樹種がスギ

であることと，披害状況がﾀ鄙から発見しにくいことの

ため地方林業ならびに関連産業に及ぼす影響がかなり大

きい。そこで緊急に原因を究明して防除法を確立するた

め，特別試験研究費による推進を要望してきたものであ

る。

ハチカミと称する被害は千葉県索I上地方にもあるがそ

れと同じかどうか，また，さきに特別試験研究で実施し

たトピクサレとも深い関連があるやともおもわれるの

で，とにかく専門家を現地に派遣して実体を調べるこ

とからはじめることになった。派遣するのは穿孔虫，樹

病，造林，気象の各専門家である。

3．カラマツ先枯病の対策C化海道・東北ブロック・

中央協議会メンバー提案）

先枯病の被害は北海道各地に発生し，1万ha以上に

達して，北海道としては，カラマツの拡大造林にとって

まことに恐るべき重大問題となっている。現在は東北地

方にもひろがり，先枯病の防除対策の碓立が強く要望さ

れている。

林試においては，ばい菌の生態，発生環境，あるいは

伝染関係，性質等の研究を推進すると同時に，また，薬

剤による苗畑造林地の防除についても研究を進めてい

る。しかし薬剤による防除については，薬剤をかけたと

ころは効果があるが，カラマツは成長期には芽の伸長が

著しく，そのたび部分がすぐ被害にかかるので，特に樹

木生理との関連において薬剤防除の試験を進める必要が

あり，この点については特別試験研究費による研究を考
；、

慮したい。

4．野鼠被害対策（北海道ブロック提案）

昭和33.34両年の大被害の経験から予察を強化すれば

一応対策ができることがわかった。そこでさらに予察を

迅速に行なって被害を事前に防ぐため､予察方法の確立

をはかり，なお，そのために固定試験地を設蔵したいと

の要望である。

この問題は国有林野がおとる対象となるので賭試験に

よるようにしたい。

6．野生鳥類の生活環境に関する研究（中央協議会メ

ンバー提案）

森林害虫の天敵である野生鳥類の自然の棲息状況を調

査し，その資料をもとにして人工林に野生鳥類を誘致

し，害虫の防除に役立たしめようとするものであり，特

別試験研究費によるようにしたし､。

6．保謹研究部門の強化について(九州ブロック提案）

人工造林の拡大にともない病虫害の発生もまた顕著に

なる傾向があり，九州のようなところは温暖多湿でその

被害状況も複雑多岐にわたり，一般森林所有者のこの方

向への関心が深くなっている。

これに対して県には保謹の専門癖『員がおり，林試九

州支場には専門の研究者もいるが，全九州の鑑定や防除

指導には応じきれないのが現状である。したがって保護

専門者の質量を増強してパトロール制度により防除の効

果をあげたいとの要望である。

この問題解決の方法として，林野庁では37年度より，

保護担当の森林保謹改良指導員を配瞳する予定にしてい

る。

＝

I

公

I
ー

のスギ赤枯病の防除には

薬効卓抜，使用簡便な

特許黄色亜酸化銅粉剤Z号を〃
薬効はボルドー液に匹敵。

調剤の必要がなく，散粉機で簡単に散布できる。

価格24kg木箱詰(3kg袋×8)2,360円（送料最寄駅まで本社負担）
説明書差し上げます

発売外林産業株式会社棗警喪誓電誹探馨’

’

１
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はじめに

従来調査課における調査は諸種の林業政策展開のため

の基礎的資料の作成整備を図ることにより，林野行政へ

何等かの貢献することを目標に行なわれてきた。ことに

一昨年の秋，艇林漁業基本問題調査会から林業基本対策

に関する答申がなされたのを契期として，特にその要謂

が高まってきたように思われる。したがって，これらの

要請に直接，間接こたえうるごとく調査が進められてゆ

･くべきは論をまたないところであり，昭和36年度におい

ては特にこれらの点に焦点を合わせながら，調査計画の

立案がなされたのである。

現在行なっている調査業務を大別すれば

1．韮本問題に関連する諸調査

2．一般的林野行政に対する基礎資料の調査

3．統計的諸資料の蒐集

・4．各種分析（労働生産性，育林の生産性等）並びに

推計方式琳産物価格，需給等）の方法論の策定

｛に分けられよう。これらの調査は職員自ら実施するも

の，都道府県の協力により実行するもの，外部に委託し

て調査を実施するもの等種々あり，また使用経饗も一般

会計予算をもってするもの，特別会計のそれをもってす

,るもの等いろいろあるが，ここでは編集子の求めに応じ

て，これら諸調査の中から特に部外における学識経験者

もしくは，それら人々の織成する団体等に委託して調査

研究を進めているテーマについて，その内容調査，項目

‘の概要についてかんたんに説述することとしたい。

基本問題に関連する調査

’○家族経営的林業調査

林業における基本対策の方向と考えられる，生産の増

大，生産性の向上，林業就業者の所得の均衡的増大，経

営構造の改善等を具現するために，基本対策の答申にお

職いては林業経営形態のひとつとして家族経営的林業の育

'成に関する政策の展開を示唆している。したがって，こ

れを林野政策のひとつとしてとり上げるべきか否かを検

,討するための資料として現実に存在するであろう。家族

経営的林業乃至その近似的経営について，その自然的経

:済的条件，経営構造の実態等を抑握しようとするのがこ

筆者：林野庁調査課長補佐

の調査のねらいである。

山村における所得水準の向上と合理的な木材生産の拡

大を図るためには，やはり山村艇家の家族労働力に依存

する林業経営を助長拡充し，その健全な発達を企図する

ことが必要であろう。もちろんこのような判断はすでに

蒐集された資料を分析することにより得られるのである

が，今後の政策対象としてゆくためには，その経営の現

実の存在形態乃至その展望を明碓にしなければならない

という観点から「政策対象の質的把掴と「政策目標と

しての経営モデルの確立」のために必要な資料の蒐集と

その分析を行なうことを主眼に置き，昭和36年度に各都

道府県の協力を得て，全国2,.000戸の農家（保有林地5

~20町，経営耕地面較5～15反の各階層）について調査

を行ない，その結果は今年度中に一応の成果を得て，発

表できる予定である。

注1．この項および次に述べる林地移動事例調査の

2項目については，編者の求める委託調査では

ないので，ごく簡潔に概略を述べるに止める。

注2．大規模育林生産および素材生産動向調査は，

委託調査ではあるけれども、林野時報、1961年

4号に詳細を述べてあるので注1．と同様概略

のみ記載する。

注3．調査項目の次の（）内は，受託者および委

託金額（単位千円）である。

○林地移動および価格事例集調査

前項に述べた家族経営的林業を主体とする一聯の幟造

政策を推進しようとする場合には，現在の農山村におけ

る林業経営体の階層的変動の方向を見きわめ，その変動

の要因を明かにしておくことや，林地取得における伽i絡

条件などを究明する必要がある。

この調査においては，上のごとき要件を林地移動の事

例蒐集と林地価格の分析をとおして追及するものであ

り，後述する林地価格の研究と相まって，その資料を把

握しようとするものである。調査は当該市町村の概況調

査と林地移動の個別事例に関する調査の二つに分けられ

る。概況調査はその地域の全域がその対象となり，自然

経済的立地条件その他の調査を行ない，個別調査にあっ

ては昭和35年4月1日から|司36年3月31日までの1カ年

間に林地を売買し，または林地に地上椎設定を行なった

事例の全数調査を行なう。
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この調査は全国都道府県の協力を得て実施し，取まと

めその他については本庁職員がこれを行なっている。

○大規模育林生産および素材生産動向について

（国民経済研究協会稲葉秀三2071)

最近におけるわが国経済の動向は，農山村の就業動向

に大きな影響をもたらしており，育林生産の場合には，

(ｲ)家族労働力のみによる生産の縮少とかあるいはまた，

㈲賃労働排除の結果，経営が単なる管理に止るどかある

いは反対に，例集約的生産技術の採用により活溌な経営

に移行する等の多様の方向をとり，また素材生産の場合

にあっては，”)甚だしい場合には生産の放棄が行なわれ

また，㈲別の生産主体による代替が行なわれたり,fｳ単

なる木材商人に移行したり，また反対に㈲機械力導入に

より生産性を高める経営に移行する等多種の方向を辿っ

てし､る。今後の林業政策はこのように多様な林業生産の

行なわれるプロセスにおいて，その就業動向および林業

経営における労働条件の変化などの実態を究明し，それ

によって林業生産がどのような規定をうけながら行なわ

れてゆくかにつし､て調査を進め，生産量の増大と，生産

性の向上に伴なう所得の上昇を期待しうる展望をもった

ものを現実の政策目標として捉える必要があろう。

そこから自ら生産性の向上や，答申の言う素材生産の

適格性をもつ担い手などが浮び上ってくる事を期待し，

育林生産24,経営体素材生産30,経営体について調査を

進めてゆこうとしているのである。

○山村人口および就業撒造に関する実態調査．

（農村問題研究会近藤康男150）

（水利科学研究所武藤博忠150）

山村における林業労働力需給の問題は，近年特にやか

ましく論じられるようになってきた。山村人口の都会こ

とに第2，第3次産業への流出という一般的現象をゆる

がせにしては，これからの林業の推進は考えられない。

このような観点から林業労働力需給の実態を把握し，今

後の林業労働力調達・確保のための基礎擬料を整えるこ

とは喫緊の事柄であると思われる。この問題について

は，この調査に引続き，昭和38年度一般会計予算をもっ

てする、林業労働力動態調査、においてもなお詳細な調

査を行なうことになっている。

調査方法調査地域として選定するのは，東山およ

び四国地域のうち各1県を単位とし，県段階，地方事務

所段階，町村段階における調査資料を中心とする就業櫛

造調査と部落段階における戸別実態調査による就業動向
調査とをあわせて実施する。

調査項目一般的にいって県段階にあっては，県お

よび労働省出先機関から資料を蒐築して，就業動向の概

要を把握し，地方事務所町村壌階にあっては，県段階と

同様な方法で当該地方における動向の概要を把握する。

部落段階にあっては最も詳細な調査を必要とするので，

次のような項目に従い戸別にききとり調査を実施する｡。

1．家族構成

2．就業状況職歴，学歴（とくに林業労働者につい

ては賃金，雇用条件等を詳細に調査する）

3．収入撒成

4．転出入，離村，出稼，帰村の醜情

5，転出先，出稼先での状況（身分，給与等）

6．林業労側，林業経営者等に対する感想

○林地価格に関する調査研究

（東大腱学部坂本楠彦210）

林業基本対策の答申では，家族経営的林業を育成，強

化する方向で一部の国有林野,公有林野の売払い，部瀞

有林野の分割私権化があげられてし､る。これに基き，施

策の具体化を考究しようとする過程においては，林野所

有権の移転に伴なう林地評価，すなわち林地取得価格を

どう定めるべきかが当然問題となってくる。したがって

ここでの価格は，育林経営の再生産を保証しうる土地資

本としての林地価格を問題とすべきであり，その場合の

評価基準となる諸因子を理論的，かつ具体的に求めるこ

とが特に必要であろう。

調査研究事項

1．林地価纈膠成の法則性林地価格形成における

地域性と，その要因林地伽絡と林地収益との関係等

2．林地価絡形成と農地価纈彦成の性絡的異同

3．林地価絡評価の蒲因子林地適正側i格算定にお

し､て採用さるべき諸因子ならびに現行林価算法の問
題点等

6

■

２

二

一般的林野行政に対する基礎資料の調査

○山村の社会構造に関する調査研究

．庫大社研潮見俊隆）

林業生産の営まれる社会的基盤としての山村は，その

歴史的，経済的発展段階に対応して，一般挫村とは異っ

た性格をもっており，土地所有形態，農業生産様式，労

働需給事情ならびに林業生産関係など娘家族制度や村

落共同体の性格と相互に関聯しあって，特殊の社会を形

成しているといわれる。このような山村社会の性格は時

によって，種々の林野行政施策の下部への浸透を歪曲

し，または不徹底なものとする原因となっていることが

あるが，このことは山村のもつ特殊な社会柵造類型と，

その形成要因が正しく把握されていないことによること

が多いと思われる。このような観点から山村･社会の糖

,
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造，特に部落共同体社会の柵造の分析を通じて，'このよ

うな社会構造の下における現行林野制度の問題点を究明

し，今後の行政浸透を的確にすべき手がかりをつかむこ

とは，意畿のあることであろう。

調査研究事項

，、山村の概念とその類型

2．林野所有の形成，国家政策と林野所有，資本主義
経済の発展と林野所有の変遷，共同体的林野所有の

崩壊過程

3．山村の社会椛造

村落職造，家族制度，階層分解の進行と，これに

伴う変容，社会機機と政治体制等を明かにするとと

もに現行林野制度の問題点等について究明する。

昭和34年度より調査課企画のもとに「日本林業の分

析」なる一連の調査が行なわれているが，昭和35年度
にはその第一部門として琳業生産の柵造」ならびに

「林業経済生長分析｣が発行され,昭和36年度に計画
されたのがこの研究であって，これはさらに37年度実

施予定の「戦後における木材流通機織の展開過程に関す
る研究」と相まって，日本林業の一連の分析を終る予定
↓こなっているものである。

○分収林業に関する法社会学的調査研究

（佐賀大学中尾英俊’50）

現在まで行なわれている分収林業には，形態的に見て
も実態的に見ても各種各様のものが存在しているが’そ

のうち分収林業が，（ｲ)古くから行なわれているもので腱

民あるいは部落（民）等が造林するもの，㈲パルプ賛本

等による比較的新しい形態をとっているもの，ヤウ回の形
態に属するもので分収造林特別措侭法によるもの，㈲部

分林業主として憤行に基くもの等を主体として，これら
の分収林業につきその契約樵造の実態を法社会学的見地
から究明するものである。

調査事項

，、林野利用の沿革古くから行なわれている林地
利用の慣行からパルプ資本導入の過程に至るまでを

明かにする。

2．造林者と土地所有者との法社会学的関係

3．分収契約磑林契約）の性格

契約の内容，立木の帰属，分収歩合，権利の移

転，契約の解除等

4．分収造林特別措置法との関連，特にその実行性

○綜合開発計画進行地域における林業概萱
（国民経済研究協会稲葉秀三200）

・地域経済開発が綜合開発計画のもとで諸種の影響を直
接，間接に受けながら推進されている地域は，全国にお

いて地域の多きに上っているが，この調査では林業生産

と関連が深く，かつ開発計画が相当程度進行している地
〃

域を選定し，開発計画進行の過程においてどのような影

響をうけ，どのような構造的変化が生じているかを明か
にし，このような地域に対する今後の林業政策へのひと

つの指標を得る目的をもってこの調査は行なわれる。

調査事項

1．地域の概要特にその地域経済における林業の

地位

2．開発計画の進渉状況

3．林業労働力の変化

4．地域内林産物生産および滞給の変化

5．林産物の流通機構の変化

6．開発計画進行に伴う林業上の諸問題点

○造林投資効果の実態と問題点について

（林業金融調査会平野勝二200）

林道開設に伴う資本投下の経済的効果については，当
該事業を計画する当初においてある程度の推算の行なわ
れるのは通常であるが，事業終了後における実際の成果

を計画と対比させながら検討することについては必ずし

も十分に行なわれているとはいいがたい。さらに投資効

果を林産物数量の増加や立木価楕騰貴など，当面の直接
的効果のみならず地域の社会経済に及ぼす影響の面から
する間接的効果の検討も不一|･･分であったといわざるを得
まい。ゆえに本調査にあっては以上の不備を補い，今後

の林道事業の推進に役立たせるため，現に林道開設事業
の終了した地点を選び，その実態を把握することによ

り，林道投資の社会的，経済的効果を分析解明しようと、
するものである。

調査研究事項

1．林道開設の森林開発上の効果

2．林道事業の林業生産性に果した効果

3．林道開設の林野所有または林業経営に与えた影響

4農山村経済に及ぼした影響山村民の就労と所
得，生活環境等に与えた諸種の効果について検討

5．林道開設のもたらした社会的効果

地域産業経済に，また部落社会その他社会生活面

に与えた影響や市町村財政，部落財政等への影響

○板繊維板の流通椎造に関する調査

（木材商エ研究会高原省久200)

○合板繊維板の最近における需要の増大は，木材商品
市場に大きな影響を与えつつあるが，これまでこの問題
について立ち入った分析がなされていない。したがっ

て，この問題を明かにして，日本林業における流通,柵造
的問題解決の一布石とすることの意義も極めて大きい。
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調査事項

1．合板繊維板の需要動向

需要増大の傾向を時系列的に調査し，これに基づ

いて将来の展望をもあわせて試みる。

2．合板繊維板工業の実態把握

3．原料資源の現況

4．製材製品との代替関係の時系列的実態の把握

5．工場の原料，原木の入荷機構・

6．合板繊維板の流通機椛

7．合板繊維板工業発展上の問題点および将来の展望

以上のほか，特に国有林に直接関連ある調査は次のと

おりである。

○国有林野の貸付に関する法社会学的調査研究

（茨城大学小林三術150）

国有林野貸付については，解説にあるけれども，法社

会学的な追及はほとんどなされていないといってよい。

したがって，地元住民との関連において貸付使用の沿

革，地元住民の利用状況，貸付制度に対する地元民の意

見および他の地元施設との関連等を明かにし，さらに現

行法制と契約織造を分析し，これが調査研究を進め、国

有林地元農山村民の国有林利用に関する他の地元施設と

関連させながら今後の施策，利用方式の参考資料を得よ
うとするものである。

○造林事業生産性変動の分析とその決定要因の調査研
究航討研究会中山伊知郎200)

育林部門における生産性は，そのもつ特殊性から，計
測方法についてはまだ十分な調査研究がなされておら

ず，合理化が叫ばれながらもその判定韮準はもちろん，

育林業の生産性概念すら完全には明らかにされていな

い。したがって生産性を今後の林業経営合理化の指標と

して役立ててゆくためには，第一に青林業における特殊

性，すなわち自然的賭条件への依存性，生産期間の鼬明
性，伐期の経済情勢に対する相対性などの問題について

等質化し，生産性の概念を明確にし，合理化過程におけ
る生産性変動の分析を行ない，育林業の経営指標を早急
に作成する必要がある。このような目的で，まず主とし

て国有林野事業を対照として調査を進める。

調査研究事項

1．代表的な営林署を選定し，青林業の生産性指数を
時系列的に把握する。

2．次にその指数の営林署間の比較を可能にするた

め，自然的諸条件，生産期間の長期性などの問題を

できるだけ等質化して変動要因を分析する。

3．諸条件の極端に異る地域との生産性比較を可能に

することもあわせて澗査する。

○外国林野制度に関する調査

このほか，わが国の林野法制を改善するための基礎資

料の一部を提供する目的をもって，海外諸国の林野に関

する法律制度について法令正文及び逐条解説書の醗訳や

林業政策論中価値あるものについで獅訳を行ない，また

諸国の林業および木材産業（力甸砂プ製造業等を含む）並

びに林産物の国際貿易に関する調査を行なっているが，

これらは主として委託制度によって行なっているもの

で，その主なものをあげれば次のとおりである。

1．主要林業国の林野制度の概要

これはシリーズとして刊行し，スエーデン，ドイ

ツ，アメリカ，フランス，スイス，イギリスの各国

編についてはすでに刊行し，ソヴィエト聯邦編は現

在刊行の準備を進めつつあり，今後東ドイツおよび

東欧圏諸国について計画する予定である。

2．各種法令について,M.エンドレス；公有林林業

バイエルン森林法等はすでに刊行し，フランス森林

法典，バイエルン森林用益権法,V.ディートリッ

ヒ；林業政策論序説等については作業を進めつつあ

る。

3・ドイツ共同地用益権に関する史的研究について

は，委託研究として久保正陽，伊藤栄の両氏をわず

らわして，第一部は35年度に完成し，第二部につい

ては，現在調査を実施中で近く印刷に付する見込で
ある。

おわりに

以上，部外へ委託して調査を進めているテーマの意図

する目的と，その調査すべき事項の概略を記し終ったの

であるが，紙数に制限があり，細部にわたる説明を省略

せざるを得なかった事をご了承願いたい。以上の調査は

いずれも昭和36年度において実行を予定されている調査

であって，大部のものはすでに報告書が提出され，中に

は一部印刷配布したものもあるが，残りのものについて

も近く当庁において印刷配布される予定である，勿論

問題そのものが非常に複雑多岐にわたり，かつ調査にあ
たっては数多くの困難性を伴うものが多いがゆえに，こ

れらをもって研究の終了と考くえるきではなく，たとへ

同一テーマであっても，さらに視点をかえ，必要なテー

マは追加し，なお多くの調査がなされなければならない

ことはいうまでもない。

ことに林業基本問題の答申を政策化するためには直

接，間接に関連をもつ事項についてなお広く，かつ深

く，鯛査研究を進めなければならないことは論をまたな

い.各位のご批判ご唆示を頂ければ幸である。
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h

を十分考慮したうえで，国有林経営のあるべき姿を具体

的に明らかにすべきであろう。さらにとくに㈱に関連し

て，特別会計における財務・会計方式，蓄祇経理の損益

計算上での処理方法も，林業経営の合理化促進の面から

再検討を加えている。

（二）はとくに最近の経済発展の結果，第2次，第3次

産業の就業人口が相対的にも絶対的にも増加し，その一

つの影響として，第1次産業なかでも林業の就業総造に

顕著な変化がおこっている。とくに国有林経営において

も，経営合理化一とくに拡大造林の遂行一の促進上，労

務問題の解決が要点となってきている。このような就業

構造の変化に照応した林業労働力需要の問題は，国有林

経営内部の問題のみとしては捉えられない。関連諸産

業，あるいは地域経済との相互関係を十分考慮したうえ

で，今後の林業労務対策も考えられなければならないで

あろう。

㈱はとくに日本経済のいちじるしい成長の結果を反

映しておこった，昭和36年度の木材価桔騰貴のなかで，

国有林の生産材がどの程度，木材需要と価格の安定機能

を果しうるかという難問の解明を意図したものである。

この点はもとより国内の経済動向のみからでは律し切れ

ない。国際的なパルプ・木材の市場動向とも深いかかわ

り合いをもつものであって，国際的な視野がこの点では

とくに必要だとし､えよう。

さらに，国有林の林政協力事業との関連において，林

業金融・税制問題も最近独自の研究課題にとりあげてい

る。

玲
亀
、
玲
玲
玲
玲
弔
弔
玲
玲
記
玲
尹
ア
シ
ア
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弔
玲
玲
恥
“
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一

林業経営研究所の概要

つり･ゆりo､0もJけ'･fegnDoもq6eo･ももりｩ･…9J

野 村進行や
串
貼
出

1．数年来の経済の高度成長の主要因となっているエ

業部門とは正に対象的に，艇林業における経済成長の停

滞性が最近とくに目立ちはじめている。農林業部門のう

ちで，農業部門がわが国の政治経済の中にしめる位置

と，今後の動向については，近年比較的多くのことが明

らかにされてきた。他方，林業部門では，この点が明ら

かにされているとはいい難し､現状にあるといえよう。

林業と国民経済との関係でいえば，林産物価格と需給

動向の問題，とくに近年の就業構造の変化に対応した林

業労働力の需給問題などがある。林業部門に限っても，

林業経営の近代化問題，林業経営における財務，会計諸

方式の合理化問題等がある。

とくにわが国における最大の林業事業体であり，国民

経済と深いかかわり合いをもつ国有林においても，上記

の諸問題に当面し，その合理的解決にせまられている。

公
し

2．財団法人林業経営研究所は，これら基本的問題に

関する研究・調査機関として，林野庁の委託を受け1960

年7月に設立された。

当研究所は，当面国有林経営における次の諸問題を研

究対象としている。

（ｲ）国有林野の経営目的とそのあり方について，（可

国有林野の管理組織および管理方式について例国有

林野事業特別会計における財務。会計方式の再検討，㈲

林業労働者の雇用と賃金形態に関する問題，㈱木材

の価絡と需要予測。

い，㈲，例の問題につし､ては，国有林経営独自の問題

でもあり，それらの運用の大綱は「経営規定」その他に

よって定められている。にもかかわらずこれらの諸点を

とりあげているのは，今後予想される日本経済のうごき

のなかで，林業経営体として企業的，合理的運営を進め

ていくために，現在の姿が最適なものかどうかの検討は

なお残された問題だと考えられるからである。他方，国

有財産としての国有林のもつ公共性は，国土保全機能そ

の他からみても当然重視されねばならない。これら諸点

3．研究所は，経営・財務・雇用・価格・金融の五研

究室にわかれ，上記テーマをそれぞれ分担して研究をす

すめている。研究所のスタッフは，常勤研究員11名，非

常勤研究員5名ほか，林野庁からも専門職員数名の出向

協力をえている。

研究成果はその都度，林野庁を通じて発表している

が，現在までに，研究所研究報告3点，研究所研究資料

約20点を刊行している。

＝

～

獄 豚

P

筆者：林業経営研究所長
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､る状態である。したがって，その解明は林業試験場四国

支場の重要テーマになっている。よって，今日までに判

明している点を中心に，若干の考察を加え，この課題の

黄を果したいと思う。

ヤナセスギの分布とその成立

四国におけるスギの天然分布は，四国の東部魚梁瀬を

中心とする約2万haにわたる地域が主体であり，その

他徳島県，高知県中部地方にも痕跡的に天然生と思われ

るものがあるが，漁梁瀬地方のものには量的に比較にな

らず，スギといえばヤナセスギを以って代表されている

これを垂直的にみれば，海抜約300m～1,400mにわ

たり，森林植物帯上からは，下部はシイ群系，上部はブ

ナ群系に及んでおり，最も多く，しかも旺盛に生育して

いるのはモミ，ツガ群系内であって，モミ，ツガ群系内

でも，･モミ，ツガ，スギ，サカキ，シキミ群集中に一番

多く，その混交歩合は材較で，76％に及んでおり，周辺

に到るに従い混交歩合を減じている。

これを営林署別に分けると，魚梁瀬，野根，奈半利，

馬路の順に多く，隣接する安芸，大栃の管内には痕跡的
に生育する程度である。

また，これら天然生のスギは，地形の関係と思われる

が，主として尾根筋あるいは中腹以上に優勢であり，谷

筋に降るに従し､モミ，ツガに代られている。

樹令は100～300年,200年内外のものが多いようで
ある。

この天然生のスギの成立について，二つの面から考え

られると思う。すなわち，気象条件，人為条件である画

気象条件としては，スギの生育しているのは多雨地帯に
属しており，年降水量約3,500mm以上で特に夏季にお

いて，定期的に雲のかかる線以上がスギの天然分布の界
と大体一致しているように見ている。

人為的な面では，地形の関係から，すなわち，谷が狭
いので，古くから人が入り得ず，自然状態がよく保持さ

I技術的に見た有
；
、

Iヤナセヰ

i

l
I~_～へ_～一

技術的に見た有名林業その19

I
のスギ林 ●

、

はじめに

副題に、技術的に見た有名材紫蕊と唱われているの

で，じつのところ困った。というのは，ヤナセスギは有

名ではあるが，漁梁瀬には特徴ある休業技術があるよう

に思われないからである。

あたかも，青森のヒバ，木曽･のヒノキと同様に，漁梁

瀬についても，そのスギを主体とする林業技術の体系は
まだととのっていないと思っている。

魚梁瀬のスギを主体とする材錐につし､て，これを沿革
的にみれば，藩政時代の保謹政策に始まり，ついで他の
有名国有林と同じく，明治後半よりの大規模皆伐作業を
経て，大正末期，昭和初期には択伐作業に移り，戦後ふ
たたび皆伐作業に変わり，今日に至っている。

しかして，はなはだ残念なことには，古い造林が，ほ
とんどヤナセスギを植えておらず，いわゆる吉野系の，

系統のあいまいなものが用いられた関係で，不阿職地が
多い。また，その不成績にこりて，スギの植栽が敬遠さ

れ，スギの本場である魚梁瀬においてさえ，一時はほと

んどヒノキばかり植えられていたのが実状であり，した

がって，ヤナセスギの真価を調査できる資料が非常に少
ない。

最近に至って，品種の問題が重要視されると共に，ヤ
ナセスギの真価
型、園i青き銅害 第1表ヤヲ

画

＝

ヨ

埜
垂

も見直され，官 第1表ヤナセスギとヨシノ系スギの生長比較

民を問わず，ヤ

ナセスギが盛ん系統土鯉型林令
に植えられてい‐ 慧瀧噸患厩,釜藍
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(魚梁瀬営林署管内 昭和33年堀内技官調査）

箪者：林試四国支場長
れたのと，藩政時代，特にその中葉以降において，厳重
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渡辺：ヤナセのスギ林
－

第2図土壌型別棚高生長
（昭和35年松下技官外造林研究室
土鯉研究室員調査）

第1図四国におけるスギの系統別生長の傾向
（昭和34年堀内技官調査）

直捧生長

P

●

）

翼

し，ヤナセでは，27.5-24.4と差が少ない。

樹高では，ヤナセが大変勝っている。材稜生長もヤナ

セスギが倍近い生長を示している。

識議
用･轟

蕊
潤
醇

､

$

､鱗

な い。蕊

ヤナセスギの特性

ヤナセスギの纈生について従来一般的に

云われているのは，1．耐閏生が強い。‘2．

樹高進長力辮に勝れている。3．櫛琶の中

が比較的小さいので成立本数が多い。4．

土製条件に対する適応性が大きい。5．風

害,病虫書に韓､｡‘･たがって塗長ヵ､；
よい。などである。騨

判誰鷲蹴蝋職篭！

■

芋

隼一

7

の概要を述べよう。 写真1ヤナセ天然生林林相

耐蟹性は天然林において生き残る一つの

大きな要件であり，ヤナセスギについてもその例にもれこの調査は四国管内の各営林署，並びに各県の林業指

ず，普通70～80年の被圧時代を経過しており，雑木を抜導所に調査を依頼し，巨視的に生長の傾向をとりまとめ

いて鐇ら旺盛な生長を懲ずている。たもので,資料として用いたのは，ヤナセスギ17カ所，
この調査は土鯉条件別に標準地を区剥して調査したもオビ系のスギ12カ所，ヨシノ系のスギ23カ所である。綱
のであるc墾令並びに成立本数が異ってし､るので，厳密査個所の年令にも差があり，地位，成立本数も相違して
な比較はできないが,土鯉型BD-BBの相異によりヨいるので厳密な比較はできないが,大体の傾向は示して
シノ系は平均直径で32.5-26.1と大きく差があるのに対いるように思う。地位はおおむね上位の力所である。
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I

渡 辺：ヤナセのスギ林

第2表ヤナセスギの土壌型別生長の傾向

（昭和35年松下技官外造林研
際し，土壌条件の同一カ所をベルトを中心に区劉し，

各ブロックについて調査したものである。ブロックの
究室，土興研究室員調査）

鑑趨亨IT方辰丁|:,'
(m･),|6,'''I'"|"1"&,8.5"!|面穂(m･),|“,,,,総|，“，，‘胴."】|廟，’鼬
BBBDBD

認滕濡認舞|昏土鯉型
(w)(w)

1ha当I本数1,330!1.280215d2,960!2,84012,450!2,39012,"02,39

猿ぃ鯛::|w:11．
間材積
り換算。。，9

(m3)

面積が小さいので，この諸数値，特にha当り換算は

傾向を示すものである。

注目されるのはEr,すなわち，表層土の流亡して

いる個所の成績の悪い点である。

以上一般的に云われているヤナセスギの特性につい

て，調査資料を挙げてきたが，大体その傾向は裏付さ

れつつあると見ている。この調査は目下進行中である

ので，後日の完成を期したい。

ヤナセスギの品種について

ヤナセスギは既述のやうに，高知県東部に天然に生

育するスギの総称であり，したがって雑多な遺伝因子

の集合体とみなされ，その表現型も非常に巾が広く，

特徴ある形態，あるいは性質はまだはっきりとは把握

しかねている。これを沿革的にみると

i藤村重任氏による分類（昭和10年）

同氏は千本山保謹林の調査に際し，主として樹相に

よりa,b,c,d,eの五種類に分けている。

a型

通常、ボタンスギ篭と称せられるもので，枝は長大

樹冠上部にのみ存在し，樹冠大きく，葉は塵叩状に枝

’

心

|:､:::｣
15．825ヶ621．518．116．420．3

1523211816118

5120123]91141201"｡|○

風
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間影
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脚

Ｍ
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悴臓物，,‘,"|"‘","1",‘賑
現在立木本数に既間伐株数を加えたもの。
現在立木材種に推定間伐材積を加えたもの。材穣
の算出法は現在林の場合と同じ。
単級法による。既間伐木の胸高直径は株高直径よ
り推定。

樹高曲線（ブロックごとの）より求む。
棒令35年。

毎木調査による胸高直径と樹高とにより高知営林
局立木幹材積表を用いて算出した。

注

●●

●●●

垂●●■●

●●●●●

●●●D●●

オピ系のスギが直径生長に優れているのに対し，ヤナ

セスギの樹高生長が注目される。

この調査は魚梁瀬営林署管内105林班，昭和2年植栽

のヤナセスギ造林地並びに同112林班，明治39年植栽の

ヨシノ系スギの造林地につき，谷から尾根にわたる斜面

のベル1．調査を行ない，土壊条fi釧に生長経過を調べた
ものである。

ヤナセスギは前資料と同様優位を示しており，またヨ

シノ系に比し土鯉条件の影響が少ない。

この調査は魚梁瀬営林署管内105林班のベルト調査に

‐

写真2ヤナセスギ人工林魚梁瀬営林署105林班
調査ヵ所
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波辺：ヤナセのスギ林

第3図千本山スギ樹型

ハ |’ |’ ’
一＝－

樹幹の中部以下に及ぶものあり。

e型

d型に似ているが，上部太枝と称すべきもの著しく衰

退して，樹冠はなはだしく萎縮し，籏生小枝群は上部よ

り連続して着生し，数個ないし十数個に及び，地上数メ

ートルまでに及ぶものあり。

ii宇賀和彦氏による分類(昭和鍋年）

前者は千本山保護林における分類に対し，これはさら

に広く魚梁瀬周辺を包括し，スギの天然生区域につい

て，昭和17年山林局品繊周査方針書により詳細な調査を

行ない五系統に分類している。

1号型（ホウキ型）

Ⅱ号型（カウヤマキ型，センダチ型）

Ⅲ号型（サカエタ型）

Ⅳ号型（ミツエダ型）

V号型（ネジレ型）

この樹相は，第4図のとおりである。

この調査は詳細をきわめているが，残念ながら，太平

洋戦争により中断され，調査資料の少ないのが欠点であ

り，またその後裏付調査も行なわれていない。

a．b C 。 e。

鋪4図樹相形態図

」 ■■ |■
1号型11号型Ⅲ号型Ⅳ号型v号型

の尖端部にだけ着生し，倭雑な葉を有せず，外観簡疎でiii林業試験場四国支場の調査

ある。前記宇賀氏の報告はまことに貴重な喪料であるが，天

b型然生林は人エ林と異り，その成立条件が一様でなく，ま

a型に似て，樹冠大，枝は長大であり樹冠上部だけにた年令にも大きな巾があるので，それらを対称とする猿
着生，葉は枝の尖端から基部にわたり乱雑に着生し，た別は非常な困難を伴なうものである。

めに樹冠密である。よって，出発点を変えて，ヤナセスギの人工林を対象

c型として類別に蒲手しているが．着手してから間がないの

b型に似た樹冠を有するほか，太枝の下方樹幹に1～でまだ発表の段階に至っていなし､。幼令林の類別，壮令

3個の恢生小枝群遊有する。林の類別，老令天然生林の類別を継ぎ得て，各々の種類

d型の特性を把握し，よりよい系統を見出しえれば幸いと思

c型に賭し，樹幹上部の太枝多少すぐなく簡疎であっている｡・

る。樹冠ははなはだしく密ではないが，太枝下方の樹幹おわりに

に族生小梅洋の着生多く，3～5個，まれに6個に及びヤナセスギについて，いろいろ述べてきたが’未解決
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渡辺：ヤナセのスギ林

のものが多く，例を示したにとどまり，まとまりのつか

ないのを残念に思うが，当地方にとっては重要問題であ

るので現状を紹介し，ご批判ご協力を得て解明に進みた

心､次第である。

おわりに際し，二，三気づいている点を述べ，むすび

としたい。

1．魚梁瀬地方は地勢が急峻で，しかも多雨地帯であ

‘り，また，連年台風の海Lを受けるので，皆伐による表

-土の流亡は，まことに大きいと思われる。天然生林の第

一回目の伐採後においてさえ，エロージョンの影響が大

きく現われている。

伐採の繰り返えしに伴なう地力低下を考えておかねば

．ならない。いかにして林地を保識するかが重大問題であ
･る。

2．最近短伐期林業に変わりつつあるが，魚梁瀬のよ

うな自然条件の下で，短伐期林業を行なってもよいもの

かの問題が残される。

3．写真1の択伐一済林分を現在皆伐中であるが，択

伐施行後30余年を経過した現在，うまく伐られた林分は

大体予想どおり，蓄積も回復しているし，更新関係も概

して良好であるように見受ける。

一部でも事業的な択伐実験体として残したい．と思う．が

諸般の率情より許されそうにもない。戦前派の郷愁であ

ろうか。

参考文献

藤村誼任氏本山スギ林に関す調査昭和7年

高知林友

〃魚梁瀬天然生スギ林の成立に関する史的

概念昭和8年高知林友

安岡博氏魚梁瀬国有林に於ける杉林に関する研究

昭和“年高知林友

宇賀和彦氏魚梁瀬地方産天然杉林業品種調査復命野

昭和18年

林業試験場四国支場年報昭和34年

〃 〃35年

渡辺録郎氏四国に於けるスギ人工造林地の系統別生
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2

木
炭
は
斜
陽
産
業
と
な
っ
て
し
ま
っ
て
見
向
き
も

し
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
冬
と
も
な
れ
ば
や
っ
ぱ
り

な
か
な
か
の
人
気
者
と
な
る
。
こ
と
に
幼
な
い
と
き

か
ら
使
い
な
れ
て
い
る
私
に
は
あ
の
柔
か
な
暖
か
さ

は
忘
れ
が
た
く
、
し
か
も
楽
に
得
ら
れ
た
こ
と
か
ら

ひ
と
つ
の
信
仰
に
似
た
も
の
を
感
じ
て
い
ま
も
愛
好

し
つ
づ
け
て
き
て
い
る
。
こ
の
冬
も
ま
た
古
い
火
鉢

を
取
り
出
し
て
使
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
火
鉢
に

火
を
起
す
に
は
火
種
が
い
り
、
冬
上
夏
下
と
い
う
諺

の
通
り
に
冬
の
冷
た
い
灰
で
空
気
の
動
き
の
に
ぶ
い

と
き
に
は
木
炭
を
縦
に
並
べ
・
て
そ
の
上
に
そ
れ
を
侭

く
が
、
夏
ま
た
は
消
え
か
け
て
い
る
よ
う
な
熱
い
灰

の
下
で
火
を
起
さ
せ
る
と
き
に
は
そ
の
熱
灰
の
上
に

木
炭
を
た
て
て
そ
の
根
元
の
と
こ
ろ
を
深
く
堀
っ
て

お
こ
す
。
そ
れ
は
対
流
作
用
を
盛
ん
に
し
て
火
つ
き

を
よ
く
す
る
た
め
で
あ
る
。
私
は
こ
の
よ
う
に
し
て

火
を
お
こ
す
た
び
に
そ
れ
が
ち
ょ
う
ど
造
林
面
積
が

ふ
え
て
い
っ
て
造
林
成
縦
が
よ
く
な
り
、
水
資
源
の

造
成
が
で
き
て
い
く
の
を
説
明
し
て
い
る
よ
う
な
気

が
し
て
な
ら
な
い
。
林
地
を
守
る
に
は
山
頂
を
守
る

こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
谷
間
か
ら
山
頂
に
連
続
し
た

山
林
が
で
き
あ
が
っ
て
初
め
て
湿
潤
な
空
気
の
徐
々

な
循
環
が
生
じ
て
く
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
日
本
の
有

名
な
ス
ギ
の
林
業
地
帯
は
お
お
む
ね
雨
趣
の
多
い
と

こ
ろ
に
あ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
と
こ
ろ
に
初
め
か
ら

み
ご
と
な
ス
ギ
林
が
存
在
し
て
い
た
の
で
は
な
く
、

多
く
の
場
合
、
そ
こ
ま
で
達
す
る
に
な
み
な
み
な
ら

ぬ
努
力
が
払
わ
れ
て
い
る
場
合
が
多
い
よ
う
で
あ
る

。
造
林
地
が
ふ
え
て
雨
璽
が
ま
す
こ
と
を
数
字
で
示

す
こ
と
は
む
ず
か
し
い
こ
と
で
あ
る
が
、
樹
冠
は
土

水
資
源
を
増
す
に
は
？垂

■

壌
か
ら
の
水
分
の
蒸
散
を
鈍
ら
せ
柵
高
ば
谷
福
を
せ

ば
め
て
い
よ
い
よ
水
蒸
気
の
層
を
厚
く
発
達
さ
せ
て

雨
を
よ
ぶ
結
果
と
な
る
。
仁
徳
天
皇
は
か
っ
て
民
の

幕
し
を
か
ま
ど
の
煙
の
た
ち
登
る
状
態
で
み
ら
れ
た

と
さ
れ
て
い
る
が
、
昭
和
の
為
政
者
、
こ
と
に
林
政
を

司
る
も
の
は
谷
間
か
ら
の
水
蒸
気
の
た
ち
登
り
の
状

態
、
こ
れ
を
く
わ
し
く
い
え
ば
気
衆
逆
転
の
位
置
の

高
さ
に
よ
っ
て
造
林
ま
た
は
治
山
事
業
の
す
す
み
か

た
を
制
定
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
先
般
、
濠
洲
と
の
技

術
交
流
で
同
地
に
出
張
し
て
帰
ら
れ
た
林
試
の
Ｓ
博

士
か
ら
同
地
方
の
林
業
事
業
の
ス
ラ
イ
ド
を
見
せ
て

い
た
だ
い
た
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
水
に
め
ぐ
ま
れ
な

い
同
地
方
の
人
達
が
、
い
か
に
有
効
な
方
法
で
水
を

よ
ぶ
森
林
の
造
成
に
熱
心
に
努
力
を
払
っ
て
い
る

か
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
日
本
は
太
平
洋
上
に
張

り
出
し
た
孤
状
の
細
長
い
島
で
あ
っ
て
、
そ
れ
を
南

か
ら
は
暖
流
、
北
か
ら
は
寒
流
が
と
り
ま
い
て
お

り
、
中
央
に
脊
梁
山
脈
が
走
っ
て
お
り
、
夏
は
太
平

洋
か
ら
の
暖
風
、
冬
は
シ
ベ
リ
ヤ
か
ら
の
寒
風
が
吹

い
て
く
る
の
で
、
西
南
部
と
北
東
部
に
は
雨
が
多
い

が
、
西
北
、
瀬
戸
内
、
中
部
内
陸
、
東
北
地
帯
に
は

か
な
り
雨
の
少
な
い
地
帯
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
事

惜
か
ら
、
気
象
条
件
の
変
化
に
と
み
、
世
界
で
ま
れ

に
み
る
多
く
の
樹
種
の
美
林
と
水
量
を
も
つ
溪
沢
が

発
達
し
て
、
水
資
源
ま
た
は
森
林
資
源
の
培
養
に
恵

ま
れ
た
国
と
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
し
か
し
な
が

ら
、
ひ
る
が
え
っ
て
そ
の
内
容
を
よ
く
見
れ
ば
、
水

力
発
電
用
の
ダ
ム
は
砂
防
堰
提
の
役
目
と
化
し
て
お

り
、
河
川
は
い
た
る
と
こ
ろ
で
氾
濫
を
龍
ね
て
い
て

土
壌
侵
蝕
が
目
に
見
え
て
す
す
ん
で
き
て
い
て
、
水

資
源
の
開
発
を
総
合
か
つ
根
本
的
に
検
討
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
時
期
に
き
て
い
る
よ
う
な
気
が
す
る
。

二一

こ
の
よ
う
な
時
期
に
水
源
林
の
造
林
を
目
標
と
す
る

森
林
開
発
公
団
と
水
費
源
の
開
発
を
目
的
と
し
た
水

資
源
利
用
開
発
公
団
が
で
き
た
こ
と
は
う
れ
し
い
こ

と
で
あ
る
が
、
後
者
の
事
業
内
容
は
、
京
浜
と
京

葉
、
阪
神
、
中
京
、
北
九
州
の
四
大
エ
業
地
帯
を
背

景
に
し
た
水
域
の
開
発
が
主
で
利
根
川
、
淀
川
、
琵

琶
湖
、
木
曽
川
、
筑
後
川
と
、
四
国
の
電
源
開
発
に

果
す
吉
野
川
の
開
発
が
あ
げ
ら
れ
て
お
り
、
現
存
水

域
の
利
用
に
目
標
が
お
か
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

か
っ
て
戦
時
中
に
木
材
の
緊
急
な
需
要
に
迫
ら
れ

て
、
そ
の
増
産
計
画
が
た
て
ら
れ
た
こ
と
が
あ
る

が
、
そ
れ
は
増
伐
計
画
で
あ
っ
て
山
を
荒
ら
す
結
果

に
す
ぎ
ず
お
ま
け
に
敗
戦
と
な
っ
た
の
で
二
重
の
負

を
与
え
た
。
つ
い
最
近
の
木
材
の
増
産
計
画
に
も
そ

の
臭
の
す
る
も
の
が
あ
っ
た
が
、
い
ま
は
平
和
な
世

の
中
で
あ
っ
て
い
か
に
し
て
資
源
の
蓄
積
を
ふ
や
す

か
と
い
う
こ
と
を
真
剣
に
考
え
る
べ
き
時
期
に
き
て

い
る
と
い
え
よ
う
。
既
存
の
資
源
を
利
用
す
る
の
み

の
こ
と
は
い
い
か
え
る
と
賓
源
の
食
い
潰
し
で
あ
っ

て
国
を
乱
す
結
果
に
他
な
ら
な
い
よ
う
な
気
が
し
て

な
ら
な
い
。
水
量
を
増
さ
せ
る
に
は
単
に
水
源
林
の

も
と
と
な
る
地
帯
に
美
林
を
つ
く
る
こ
と
で
な
く
少

し
で
も
多
く
の
造
林
地
を
も
つ
こ
と
で
あ
っ
て
林
業

開
発
公
団
の
事
業
を
大
き
く
す
る
と
同
時
に
、
水
掻

源
開
発
の
中
に
も
そ
の
よ
う
な
事
業
を
行
な
う
と
こ

ろ
が
必
要
で
あ
る
》
２
森
林
開
発
公
団
を
水
賓
源
公

団
の
数
分
の
一
の
よ
う
な
処
遇
で
は
と
て
も
水
資
源

の
培
謡
は
で
き
る
も
の
で
は
な
か
ろ
う
。
水
資
源
の

増
大
は
そ
の
価
値
を
造
林
価
値
の
中
に
含
ま
せ
る
よ

う
な
時
期
が
早
く
き
て
ほ
し
い
よ
う
な
気
が
し
て
な

ら
な
い
。
（
１
Ａ
生
）
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林業技術賞受賞候補者の推薦を募る.′
：＝＝

壜本会では，林業技術の振興.普及に功績のあった人に対して，「林業技術賞」を贈り，過去7回三：＝
。＝＝ ＝＝

§三にわたり表彰してきたのでありますが；今回その第8回の表彰を本会の通常総会で行なう予定でお三
＝＝

i= 1＝＝

薑”りますので,規定第5．7．10条をご参照の上，会員各位から広く官民鉢業技術者の隠れた功績者菫
崖 三

＝＝

雲をご推薦下さい。なお詳細については，各位所属支部にお問合わせ下ざい。＝
＝ ＝
、程ゞ

林業技術賞表彰規定により推薦された者のうちから受賞候補を選考する。三二

二 ＝本会が推薦を直接受理した場合にも，その選考は披推室社団法人日本林業技術協会＝
§＝

聴者の所属する地域の支部連合会において行う。
：＝＝

＝＝

＝ ＝昭和32年9月30日制定第8条選考委員会の委員は5名以上とし，本会の各支三
窪〃33年7月21日改正部連合会長が委鵬する。＝：＝＝

篝〃35年1月21-日第2次改正第9条各支部連合会において選考委員会が選考する受三
屋第1条社団法人日本林業技術協会は林業技術の振興に賞候補者の数は3名以内とする。＝
､臺尽陣し，特に功綴のあった者に対して林業技術賞を贈第10条支部連合会の選考委員会が受賞候補者を選考し三
三 呈し表彰する。＝た場合は，次の内容をそなえた調査番を審査委員会に三
三第2条前条の表彰は毎年1回これを行い，毎回5件以提出するものとする。
三内とする。 1．推薦者の氏名，職業，又は推薦支部名。
菫第3条林業技術賞は賞状及び賞品又は賞金とし，その2．受賞候補者の氏名，職業,現住所並に略歴。
三内容はその都度常務理事会できめる。ただし2名以上のグループである場合には，略歴は三
三第4条林業技術賞は最近3年以内において次の各項のその代表者以外は省略することができる9＝三
三1に該当し実地に応用又は宣伝普及されて，林業の振3．受賞に適すると思われる理由。＝
菫興に貢献し功績が甚大であったと認められる業績を表4．具体的業績（実物のあるものはなるべく添付のこ三
菫彰の対象とする。と）三
雲1．林業器具・機械・設備等の発明，考案又はその著5．その他参考事項。

＝しい改良。第11条審査委員会は本会に設け'受賞候補者のうちか三三2．研究．調査・著作。ら受賞者を決定する。＝＝

三3．林業技術実施の現地業績。第12秦参‘霧査委員会の委員は10名以上とし，毎年常務理三＝＝

三第5条会員又は本会支部は受賞に適すると思われる者事会の縦を経て理讃長が委嘱する。＝＝
三を本会又は支部迎合会に推薦することができる。 第13条審査委員会は委員の3分の2以上の出席によっ三

＝＝

喜篭凰塁謡灘撫鱗嬬繍誘て成立し受賞着の淡…数淡による。 三

附則三
菫賞授賞稀査委員会（以下単に審査委員会という）を溌本規定による表彰は，従来本会が実施したこれに類する三
三く。表彰に継承して，毎回その回数を冠するものとし，昭和三
三第7条選考委員会は本会の各支部連合会に設け,第5条33年度の第4回表彰からこれを実施する。＝
三

S'i''lilll'llllll'lll'l'lllllll'l'lll'lll''l'l''llllllll'lilill,ⅢⅢ川ⅢⅢ|llll1111lllllllllllllllllllllllllllllllllllⅢ川lⅢⅢllllilllllllilllllllllllllllllll1lⅢⅢIIⅢⅢⅢlllllllllⅢⅢllillilill,ⅢⅢ|lllⅢⅢⅢ|ⅢⅢⅢllllⅢⅢ|ⅢIⅢlillll1ⅢⅢ三
三 三
＝＝三

第8回林業技術コンテストの開催三

＝ 三三＝二
主催社団法人日本林業技術協会後援農林省（申請中）協賛林業新聞社

、＝
＝＝

三

薑本会では,国有林および民有林の第一線で活殿する林業技術者が,それぞれの職域において林業技術の推進三
＝＝

＝＝

＝＝

＝のためにじた研究・体験等について，具体的な事例を一堂にもちより開陳し発表する場を設けて，林業技術の三
＝

ず＝＝
二＝

三発展に喪するため下記の要領により，本年も通常総会の際に林業技術コンテストを開催いたしますので，支部三
＝＝

三または支部連合会を通じ，ふるってご参加下さい。 三
=言
う＝＝

三

三1．参加者資格おいて原則として1名を所属各都道府県支部のうち三
三（1）営林署担当区主任・苗畑主任・聯業所主任。またから避抜する。 三

三はこれに準ずる者。（3）北海道および山梨県の営林機関の担当区主任等は三
三（2）各都道府県林業改良指導員(AG)またはこれに準北海道庁支部ならびに山梨県支部において各1名を三
三ずる者。選抜する。三
三（3）北海道および山梨県営林担当区主任またはこれに3．推聴期間＝三
三準ずる者。参加者を推薦する各支部または支部連合会は,昭和三
三2．参加者の人員および選考方法37年4月末日までに参加者の職．氏名おまぴ演題を本三
三各支部または支部連合会において次により選考して会に通知すること。三
薑参加者を日本林業技術協会に推薦する。 参加決定者は各自の開陳原稲(4”字詰原禰用紙5枚三
=(1j営林署担当区主任・苗畑主任・事業所主任等は各以内）を5月15日までに必着するよう提出すること。三
三営林局支部において1名を選抜する。4．期日，場所,発表要領，審査，賞,参加者注意等，三
三（2）各都道府県林業改良指導員等は，各支部連合会に詳細については，所属支部にお問合わせ下さい。 三
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第9回林業写真コンクール入選発表

主催日本林業技術協会・全国林業改良普及協会

後援艇林省・林野庁

協賛富士写真フィルム株式会社

選評：第1部今回の応募数は約2,000点で,昨年の2倍になり，技術的にも一段と向上海見られた。し
かしその函現象にばかりとらわれで表面的な写真が多かった。林業は人間力i主体となってする仕事なのだから，

山で働く人の生活，仕事の内容などを具体的に語った写真がもっとあってもよいのではないかと思う。そういっ

た意味では大臣賞の「銘木と木挽」はモチーフを生かしている。一般に優秀な作品は風景的に取り扱ったものに

多くあったようだ。これも単なる景観写真でなく，報道的な観点からねらって撮れば，対象の限られた枠の中か

ら，また新しい作品が生まれるのではないか。

第2部応募数32点。一般に題材が平板で変化に乏しく，テーマの焦点がはっきりしない。したがってあまり

内容のある迫力のこもった作品がなかった。1席の畷出」は一枚の写真で語り得ないものを組写真の効果によ

って表現しようという意欲がみられた。

第3部今回は自作スライドの最も重要なポイント，すなわち現場で実際に利用できる作品であるという点が

明確に意識されていた。入賞した作品は，何をいわんとするかが見ただけで理解できた。

－第1部

誇選農林大臣賞（1名）

奥山茂美「銘木と木挽」三重県上野市緑ケ丘C.1.

1席林野庁長官蛍（3名）

杉山良一「松の子模様l山形県酒田市東中ノロ町44

栗本一穂「川をのぼる木材」岐阜市麓場438

豊島章「走る原木」神戸市兵庫区東出町3の71

2席日本林業技術協会賞（5名）

高橋正雄「かま出し」山形県酒田市長泥町

本田肖一「巨木を運ぶ」金沢市戸水町リ178

田口忠夫「杉の親子」大阪市城東区蒲生4の305

岡種一睡ばれる原木｣神戸市生田区相生町5の13

小杉重吉「苗を育てる」札幌市南二条西22丁目

3席(10名）

尾崎弘「原木を運ぶ("」渋谷区本町3の18南方

〃「原木置場」〃

落合孝「運河を運ばれて行く筏」名古屋市千種区
山門町1の36

大脇錐司「輪島のおわん工場にて」岐阜県八百津町
和知

前川真実「野幌育苗場にて」江別市野幌町73の7

山田和男「いかだ」大阪市浪速区恵美須町1の1

小島守「造船所にて」高松市伏石町1280

井上浩｢日田の､ｶﾝﾉ､｣論和聴W3の173
小林金治「冬の唐松林(その2)」長野市芋井影山

風波正巳「港の貯木場」清水市村松1756原田方

佳作（31名）谷重秀昭「木場にて」愛知県愛知郡鳴海町字大将ケ
根1の266片岡嘉雄「材木の陸揚」神戸市長田区日吉町6-1-8

桜田稲悦「働く人」青森市大字浦町字奥野310〃「筏師」〃

河室雄二郎「ユーカリと雪害」大分県日田市田島町石川隆久「貯木場(1)」浜松市高林町1141
大分県林業試験場内綱島盛芳「河辺の木材」岡山県窪郡早島町駅前

’竹谷繁松「漁港の箱作」岡山県玉野市長尾1148田口忠夫「北山杉(1)」大阪市城東区蒲生4の305
・羽生哲史「鉄砲堰修理」静岡県安倍郡井川村広田稔「北山杉(1)」大阪市城東区今福南1の221

蝿中郁夫髄林された山」港区赤坂青山北町5の24荒木繁夫噛畑風景No.2」京都市伏見区鍛治屋町
青山j剛rアパート220号975後藤方

「カラ松林のある風景」〃〃岩佐まこと「釧騰川を下るイカダ風景」札幌市北11条

古屋和郎「富士の森林」世田谷区新町3の466西5丁目

遊野政春「砂防の山No.2」岡山県玉野市日比皿86三好専悟「原木搬出」夕張市大夕張春日町北5の8
〃 〃「港の貯木場」山田和男「製材所(B)」大阪市浪速区恵美須町1の1
小林金治「冬の唐松林(その3)」長野市芋井影山小杉一重吉｢石狩浜の砂防植林｣札幌市南二条西22丁目
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三輪邦男「銘木(秋田杉)」能代市明治町97わたなべ永次「山に働く人j美唄市二の沢新47

両角正春「薪はこび」諏訪市西大手町986田中清治「生産される森林」世田谷区新町1の110

片山博「貯木場」静岡市北安東町32’アサヒ方近藤墓「切出しお手伝い」名古屋市中村区岩塚町

長谷川昇「雪中の木こり」足立区梅田町1517黒田方林高寺東58

関善治「薄化粧の貯利墨田区吾嬬町西2の35中島昭夫「苗畑」夕張市登川一区

早川方

一第2部一

特選農林大臣賞（’名）3席（3名）

該当者なし小杉重吉「樹皮」札幌市南二条西22丁目
’席林野庁長官賞（’名）井野寿夫「杉丸太作り」大津市膳所住吉IIIj･

神津公「搬出」長野県小県郡塩田町五加1254加藤新一「借耕牛」杉並区久我山2の525

2席全国林業改良普及協会賞（1名）

平山利行「シラス砂防の施工状況とその結果」

宮崎県都城市平江町716

第3部一

特選農林大臣賞（1名）

縣翻嘩踊畿涛鷆羅f』の中より
島根県庁林務課

1席林野庁長官賞（1名）

、視聴覚教育研究グループ代表西島達也

「岩手の森林」岩手県岩手郡西根町大更

会務報告

◇第8回常務理事会

2月28日正午から本会和室会識室で開催。
出席者杉下，核瀬，南，遠藤の各常務理事と他に林野
庁林政課今井，業務課高桑の両氏，本会から松原専務理
事，成松常務理事b

◇第12回編集委員会

3月8日午後2時から本会和室会議室で開催。
出席者猪瀬，湯本，松原の各委員と本会から松原，橋
谷，八木沢，武田。

◇第9回常務理事会

3月27日正後から本会和室会瀧室で開催。
出席者池田，南‘木林竹原の各常務理事と本会から
松川理事長，松原専務理事，成松常務理事。

きのう・きょう・あした

うす緑色の芽をふき始めた柳を霧のような雨がしっと
りとつつむ，春の風情もひとしおのこのごろである。

だが，東京では，春のレジャーモードは○○でとか春
のレジャーはどこどこへとかのコマーシャルが，春，春
とさわぎたてるから，そんな気になるだけで，人々は自
然の季節の移り変りにはうといようだ。
季候がよくなってくると，海に山に人がくり出す。週
末にそんな人達の多い列車に乗り合わせると大変な混雑

2席全国林業改良普及協会賞（1名）

浅野明「材の秘密」横須賀市浦郷2の69

3席（2名）

荒井五郎「森林まつりと林業文化展」
新潟県庁林務課

繰鶏}｢慨2蝿耐ｼﾘーズ｣の中より勝根県庁林務課

だ。こっちは慣れっこになっているから，大して筋きも

しないが，たまの旅行を楽しもうとする人達には気の毒
なような，また，どうしてこうも同じ所に皆で押しかけ
るのだろうと不思議な気もする。

旅行といえば温泉に入らなければ承知しなし､ような考
え方も困りものだが，そうでもしなければ満足な施設が
ないことも問題だ，そんな点で，景勝の地を多く持つ国’
有林がしかるべき施設を作って一般の利用に供すれば大
いに喜ばれることだろう。東大の運動場ゴルフ場に化け
ていたことや，三?『畔島の国有地が別荘用地としてベラ
ボウにやすく貸されているとか，一般民の福祉のために
利用されるべき性質の土地が，一部特定の人にのみ有利
なように動かされていると，近頃国有地の管理について
評'&Iが悪い時に，国有林が思いきった施策をとれば感謝
もされPRにもなるだろう句（八木沢）

昭和37年4月10日発行

林業技術第241号
編集発行人松原茂
印刷所大日本印刷株式会社

発行所 社団法人日本林業技術協会｜
東京都千代田区六番町七番地｜
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灘鰯 雫蚕③近代的設備

⑥優秀な技術

③完全な品質管理

謹鰯

騒灘灘

高 砂チェン株式会社
東京都板橋区志村町1-14TEL(901)0813･2917･4813
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ワイヤローフ．．デーゼルエンジン．索道用架線器具フランス製チルホール

霧"菱扇基社
大阪市西区阿波座上通一丁目十-七番地TEL大阪(54)8101～3

掘岡支店福岡市上鰯町11冠福岡③2289．6669松山出張所松山市河原町B電松山3964．
厘塁茎窒座剛種引御堂so電広鴎⑳954･8178宮崎出張所営崎詣辻~*"mf~3Y′§~"7
束哀支店東京都中央区越前堀1電(55口7664～S熊本出張所熊本市春緬･町春竹1ノ354電④5830

津
－

し0．G

蕊織縫の動力に
世界で一番軽い

経済的なエンジン

UL

◎取扱い易い◎水の心配がない

◎二人で楽に運べる”

VIC-16型6～8馬力

135型9～10馬力

131-B型12.5～14馬力

VIC-26型14～16馬力

160-A型27～30馬力

◎林業機械用納入実種

蔑雛Ⅲ,000台以上

曇

'35型CL/SG
ｒ
哺
噸

ビクターオート株式会社
本社東京都千代田区丸の内2－18(内外ビル)TEL(281)7545～7

工場神奈川県川崎市久地555TEL(701)4891～2
－‐－名角可恥替．．｡唇．、皇窪田．．吟謹‘”

’
凸

芽･ロ一J･…正｡嘘や処 ‘.：1．2二邑壷鋪．,配下一．､J・‐
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．-．ブナ丸太の防腐

･･･松丸太の青変防止

製造元

、
(説明書送呈）

本社東京都品川区西品川4の1225

TEL(491)5531

工場埼玉県蕨市大字蕨6317
TEL(0889)3678･4672

剤

題

農林省登録番号第3267号

皇井ｲﾋ学工業株式会社

東京都中央区日本橘室mrZノ1(三井西3号館208号）
通読日本橘（241）719．720．3831．3966．5067

一一一一

森林害虫を煙で

駆除する殺虫燥煙剤.／

毎句

●

ダ 01〃 暇 ＝l言冒

杉ﾉﾊダﾆそr期鮴尹瀕珊」
の他の穀ダニ用r錨i雄〃・脚」

嶬煙剤の

専門メーカー

〔御報説明書送呈〕

藍 …
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架線、集材作業に画期的進歩をもた
らし、ワイヤローフ°の管理取扱いに

飛躍的効率を発揮する－一連の新し
い機械器司具一
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タワー(K60型人工支柱）
1
J

■
！

､

二三三」歴E一・－．k乳凸込君y悪】
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鈴
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■
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Ｍ
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(K57型）
、

0

ノ

／

◎ I
ボビンノ

’ ′ど
(共栄鉄工所製)ィ◎ 期

田

1－壁ﾛ

1［
株式会社

柵谷鉄工所 璽
d■

号

MMMJ
代理店

峨鮒扇矢資材株式会社

東京都江東区深川平井町2－8

1雌…" 種llI蕊辮瀞炉-“柵
’

最も堅牢で。最も使い い｡ノ
心

●
一
一
一函函
ﾛ u§
③

、

HY202型中型之胴
故障少〈、燃費僅少なフォルクスワ

ーケン、空冷エンジン付

正逆共4段変速…･･･自重1100kg

最大ローププル……･"･1,500kg

ロープ捲込量…･…･･10粍830米

曇

’

此の他各種カタログ進呈

戸
】
戸
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松岡産業株式会社ｆ

Ｏ
Ｆ
■
■
■
リ
ム
▽

電話（501）
電話高崎

7505

4705
東京都港区芝田村町5の16

高崎市堰代町11
本社

工場I
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１
１
１
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＠マイラー第二原図作成…"…･…･……･…，．．………･原寸第二原図及引伸，縮少自由
＠ケント印画紙複製．．…………………‘…･･･………･･･航空写真及地図複製･･･墨・鉛筆書自由，耐久力大

･溌笥蝋(実用新案特許瓢'275号’改良型)完全保存の為両面最高級ｱﾙﾏｲﾄ加工済
＠電動式消ゴム･･･"…．．…･･･……･……･…････………･原図トレース共に最適,迅速簡単,消跡綺麗，堅牢

幻

‘

☆ 営業 品 目☆
■■

航空写真・モザイク作
業・ブラニ，ケルシュ
乾板・地図写真・地籍
図複製・マイラー第二
原図・・ケント紙黒焼・
スクライブ焼付・各種
作業

AKケン卜紙
AK印．画紙
AKトレ＝ス
AKトリローイド
マイラ一

AKスクライプベース
AKストリップコート

紙
紙
ス
ド

ト
一
イ

四l凸と

型．

蕊孟鰯
B2

白

今
鍾
塞

■

職 腰司《
一
一

ー

畷
弓､豆

鯛
■一二△一一

グ

本 社

工場
東京都新宿区2丁目13番地TEL東京(341)1608･5712
束京写真部工場・埼玉化言工部第1工場・第2

0522

工場

1

わ

トレシングペーノf－

トレスター(マイラー）
トレシングクロース

高級ケント紙

原図紙

製図用紙。特殊紙製図用紙。特殊紙
紙の．ことなら何でもノ紙の．ことなら何でもノ

曇

AKケント発売元きもと商会特約店
マイラー発売元丸正産業KK特約店

AKケント発売元きもと商会特約店
マイラー発売元丸正産業KK特約店

三意商会
東京都千代田区神田須田町1の4
TEL(291)2736

株式会社

御
案
内

新
製
品

写
真
部
作
業

化
工
部
作
業
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林野庁各営林局・署および

各事業所において点灯用

動力用として御推奨賜っ

１

ている……精電舎

DES型

単相交流発電機

‐

§識識鋤驚;・顎騨雨一

｣

~空

■
・
■
Ｌ
ｉ

特 徴

①自動定電圧補償回路を持つ静止
型励磁機を採用している

②雑音防止装置が具備されている

,’
0.5,1,2,3,5KVAの各種

４
申

株式会社精電舎
東京都大田区原町l番地

電話（731)7101－6番

DES型単相交流発電機

112KVA100V50/60~
－－可一一一＝ーーー■－一司守－－ー＝一一■

I
＝＝一一百一Fニーーテーーー一‐－マーー庖一＝正一垂＝百一毒＝h－＝一＝－豆産呵一五＝‐ －
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一ー一．畠訳…琴一一・・謡星尋＝－．－知＝置垂…詑寄歴

山林、治山、土木建設に

遊星歯車式ｸﾗｯﾁ採用PB型〃
印

心
筥
毎

″

ら

種有

PB型10馬力付
■
■
ｑ
ｑ
０
勺
０
４
４
『
ｊ
■
日
？
■
■
■
日
日
■
１
１
０ 金 崎工業株式会社

秋田県能代市養蚕

東京都千代田区神田栄町19

Ｌ
Ｌ
Ｅ
Ｅ
Ｔ
Ｔ

579．1126

(831）7404
－－唾詮雇垂…･も勢‘』

本 社

東京出張所
…~E壁画罰噸湾錘箪一…＝

’
牛方式ポケットコンパス

成長錐，距離計
ダプルオプチカルスクェア

ブラントンコンパス

ラ コン
垂

最も軽快なトランシット

5分読水平分度

防水磁石盤

正像10×

アルティレベル
ユ

ハンドレベル式測高器

’
|’6,500

東京都大田区調布千鳥町40

牛方商会工場
TEL(751)0242

ll
－
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お手近に鋸屑はありませんか？ｇ
戸
込

(鋸屑バター等を利用して下さい／）
］
タ
コ

ｑ
●
●
◆
①
Ｐ
Ｇ
も

■
◆
■
ｑ
ｐ
Ｏ
年

坐謹

ろ5．

（新しい企業）時は今!！
新考案と発明を集結した完ぺきの特許新木炭製造機械及炭化装置．′原料は
鋸屑、バター、籾殻等何でもよい。（薬品、接着剤等一切不用）しかも全然
火をたかないで最高級の木炭ができる。歩留り性能共に最高。

(30円切手封入御申込説明書送る）

中央高圧燃料研究所
東京都練馬区関町4丁目635
竜話（996）1123番

いい‐§．み
E二一

一 一一一＝ー1画一睡一＝垂軍
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心

瀞
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卜卜

ローラーノーズ付特許 Ｉ
；

高速カッテイン

1

１

スーパー75A7.5馬

全国木材協同組
全国に代理店網

1

,

全

●美薊擶至難式会社卿’ 本社

機械部

北海道中川郡美深町TEL123

東京都千代田区内幸町2の3幸ビルTEL(591)0709･0783
－－~一一訂●~▼一一一国一一一Gh－一一一匹二－四一一一 _ I－

_戸

’木建設に
で最高'|牛

長瀬式
能 を 誇 る ｌ

ｒ

公

特
作
力
動

操
強
軽
移

単
久
量
易

長
簡
耐
容

その他

AA型土建用ウインチ

各種索道器具
ワイヤロ－プ
チエンソー

索道設計・架設エ事~~‐~一一一－5－q■Pー一

蕊 長瀬鉄互所
本社三重県名張市上八町睡話218．387
束京営業所東京都江東区深川永代2の9電鑑（64ﾕ）2519
奈良営業所奈良隈橿原市内膳町趣話（大和橿原局）3935

－’
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ホームライトチエンソー一
二

いずれも好調
どんな樹孤でも切味よく作業がはかどI)取扱が

怖単，しかも維持灘がどのチエンソーよりも安
く済みますので非常に経済的です。

鐙も古い歴史を持つホームライトチエンソーは
現在国有林・民有林を通じ鍛高の普及率を示し，
本機の優秀性を立証しています。

ホームライト
アラヅシュカッダー

力
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ンジン利用の

刈り兼用機。

シャフト式で

扱が容易であ

馬力で作業か

｡

一
評
か
諏
準
封

日本総代理店

三國商工株式
調
幅
２
Ｗ

く
Ｉ
Ｉ
く

麗
話
鯆
胎

睡
近
祗
姻

東京椛f代田区神IMIHItaJ20勉松ピル

大阪市福脇区巾福島南1－56

札幌市北側条西7丁目

名古屋市中区刑焼町3－4宝塚ピル

本社

憧柔所

営業所

営業所

壷一1

’
■■1

1

米
国
最
大
の
エ
ン
ジ
ン
メ
ー
カ
ー
が

世
界
に
誇
る
チ

零

鐘ボールベアリング入り

ローラーチップ・ガイドバー

経 …

懇鑑識

＃ 鰯

：
L

鵜 ン
ソ
ー

霞
錘岡
部ﾛ

罫‘翌

嬢総代理店日本クリントンエンジン株式会社

発売元日鋼実業株式会社
本社大阪市北区伊勢町13"(34)8515-7

（34)4089

トL幌支店札幌市南一条西6の10祗（2局）4487

（‘1局）4726
束京営業所東京都千代田区神田蝿胤町1通(866)2196

30“7095～6

幅岡営業所福岡市薬院町45砿（5局）59“
5969

26’20"16"
－－－－
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一
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発
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林
業
技
術
ま
西
喜

西ドイツ・レーマー計製

皮剥麦機レーマーポータブル

在庫豊富

地区務代瑠吉

北海逆地区⑳早坂工業所

東北地区eﾒL源製鋸所

間東甲信越②東京匝田工業

中部地区ワシノ機械商事部

近似地区中正機械金属⑳

中国地区新東洋、

九州地区⑳L源製鋸所

札幌市北一条東士--丁目
TEL(5)4366

仙台市粟三番丁五八
TEL(2)8282

東京都台極浅草芝崎町106
TEL(871)1125

名古屋市中村区堀内町4－1
TEL(55)5141

大阪市南区谷町六丁目36
TEL(762)0135

広鳥市捕麿屋町ll
TEL(2)9301

脇間県久閥米市荘烏町東堅町46
TEL3979

R

RE～15型

モーター式(0.8HP)

ウエスターン・トレーディング株式会社、
総
輸
入
元

本社東京都港区麻布箪笥町58番地TEL(481)2111～8

I

△
上業 を す るの

ウイ界ウイi孟子
マツカiラー99型チェンソー

エン封ﾝを使用しますので
あらゆiる木寄集材とエ場作

業に驚異的な力を発揮し、

2名で砦易に移動出来る程
の軽垂です。．

マツカ

エンジ

あらゆ

業に驚

2名で

の軽量

（
興
林
こ
超
ま
改
蹴
第
一
側
八
号
）
定
価
八
十
円
送
料

を発揮し

動出来る

’

’’
I

’

カタログ進呈
マツカラー社・日本総代理店

塗蕊新宮商看云
④

△ 小樽市稲穂町東7のII電(2)5111
束京都中央区日本橋1の6北海ビル唾(281)2136Iの6

六
円

図

Eンジ易

99型

鍾量

36k8

巻込量

&犬1m砿

;I張ゴ

1卜診
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